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最優秀賞受賞者
龍ヶ岳中　片岡優寿

『
偉
大
な
人
』

　
私
は
、
森
慈
秀
の
故
郷
に
対
す
る
熱
い

思
い
に
感
動
し
た
。
森
慈
秀
は
自
分
の
命

を
か
け
る
ほ
ど
に
故
郷
を
愛
し
、
故
郷
を

よ
り
よ
く
し
よ
う
と
橋
を
架
け
る
こ
と
を

決
意
し
た
。

　
決
意
し
て
か
ら
橋
が
完
成
す
る
ま
で
の

33
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
を
体
験
し
、

同
時
に
た
く
さ
ん
の
喜
び
も
体
験
し
た
と

思
う
。

　
森
慈
秀
の
誰
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
人
の
悩
み
や
思
い
を
ど
う
に
か
改
善

し
て
あ
げ
た
い
と
思
う「
思
い
や
り
の
心
」

だ
。
故
郷
で
あ
る
湯
島
の
人
々
の
交
通
手

段
が
船
だ
け
だ
と
不
便
だ
と
い
う
悩
み
か

ら
、
橋
を
架
け
れ
ば
楽
に
な
る
の
で
は
と

い
う
発
想
に
い
た
り
ど
れ
だ
け
周
り
か
ら

反
対
さ
れ
て
も
人
々
の
生
活
を
第
一
に
考

え
、
そ
の
改
善
を
目
指
し
た
。

　
そ
ん
な
優
し
い
心
の
持
ち
主
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
周
り
か
ら
の
信
頼
も
厚
か
っ
た

と
思
う
。

　
も
う
一
つ
は
、「
め
げ
な
い
心
」
だ
。

橋
を
架
け
る
案
を
県
議
会
で
挙
げ
た
と
こ

ろ
、
他
の
議
員
か
ら
猛
反
対
さ
れ
、
絶
対

無
理
だ
と
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
あ
き
ら
め

て
い
れ
ば
、
私
た
ち
の
今
の
便
利
な
生
活

は
も
ち
ろ
ん
未
来
の
便
利
な
生
活
も
送
れ

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
思
う
と
、
森
慈

秀
の
勇
敢
な
心
が
今
の
私
た
ち
の
生
活
を

豊
か
に
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
森
慈
秀
が
あ
き
ら
め
な
か
っ

た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
ず
っ
と
支
え
続

け
て
い
た
妻
静
子
の
存
在
も
大
き
か
っ
た

と
思
う
。
19
歳
と
い
う
若
さ
で
結
婚
し
て

か
ら
41
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
間
、
森
慈

秀
と
苦
楽
を
共
に
し
、
支
え
続
け
た
。
と

て
も
優
し
く
一
番
の
理
解
者
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
亡
く
な
っ
た
時
の
悲
し
さ
は
大
き

か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
「
妻

の
た
め
に
も
」
と
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
力

に
変
え
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
生
き
て

い
る
時
も
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
夫
を
支
え

続
け
た
静
子
さ
ん
は
、
と
て
も
心
の
広
い

人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
に
も
家
族
が
い

る
。
優
し
い
家
族
だ
。
そ
ん
な
家
族
を
い

つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
。

　
私
も
森
慈
秀
の
よ
う
な
強
く
優
し
い
心

を
持
っ
た
人
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
誰

か
ら
も
厚
い
信
頼
を
受
け
る
よ
う
な
偉
大

な
人
に
な
り
、
大
好
き
な
故
郷
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
こ
の
天

草
が
、
も
っ
と
活
気
溢
れ
た
み
ん
な
が
住

み
や
す
い
街
に
な
っ
て
い
く
と
良
い
な
と

思
う
。

最優秀賞受賞者
龍ヶ岳中　片岡優寿

森
慈
秀

感
動
文
発
表

　
五
橋
祭
の
出
発
式
と
し
て
五
橋

開
通
に
尽
力
し
た
先
人
へ
の
感
謝

と
併
せ
、
市
全
体
の
祭
り
へ
育
て

よ
う
と
神
事
が
大
矢
野
町
の
二
号

橋
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
中
学
２
年
生
か
ら

２
７
９
点
の
応
募
が
あ
っ
た
「
森

慈
秀
感
動
文
」
最
優
秀
賞
の
片
岡

優
寿
さ
ん
（
龍
ヶ
岳
中
）
が
発
表

し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
受
賞
作
品

□
「
森
慈
秀
感
動
文
」
受
賞
者

○
最
優
秀
賞

　片
岡
優
寿
（
龍
ヶ
岳
中
）

○
優
秀
賞

　
　惣
田
愛
弓
（
教
良
木
中
）

　
　
　
　
　
　丸
山
　
楓
（
龍
ヶ
岳
中
）

　
　
　
　
　
　
藤
本
希
代
美
（
維
和
中
）

○
優
良
賞

　
　宮
本
優
良
（
大
矢
野
中
）

　
　
　
　
　
　
植
野
丈
一
朗
（
阿
村
中
）

　
　
　
　
　
　
鹿
釜
彩
夏
（
姫
戸
中
）

　
　
　
　
　
　
古
賀
和
広
（
湯
島
中
）

　
　
　
　
　
　
丸
山
信
吾
（
維
和
中
）

○
良
賞

　
　
　

　大
矢
野
中

　松
尾
茅
知
・
川
口
い
お
り

　
　
　
　
　
　
濵
﨑
帆
花
・
山
下
　
楓

　教
良
木
中

　赤
田
奈
穂
・
富
﨑
　
克

　
　
　
　
　
　
松
本
真
広
・
山
﨑
麻
古

　今
津
中

　
　岩
﨑
紫
音
・
宇
野
葉
月

　
　
　
　
　
　
大
塔
海
優
・
大
西
未
裕

　
　
　
　
　
　
松
江
菜
月

　阿
村
中

　
　園
田
唯
人
・
小
浦
知
紗

　
　
　
　
　
　
小
林
美
桜
・
細
江
美
有

　龍
ヶ
岳
中

　福
井
　
麗
・
野
村
紗
英

　
　
　
　
　
　
橋
本
　
昴

　
姫
戸
中
　
　
田
中
絵
梨
・
中
松
真
夕

　
　
　
　
　
　前
田
茉
莉
野
・
村
上
健
樹

　湯
島
中

　
　松
尾
海
星
・
松
尾
海
仁

　
　
　
　
　
　
渡
邉
秀
明
・
渡
辺
唯
加

第
46
回

　天
草
五
橋
祭

上
天
草
市
に
架
か
る
天
草
五
橋
の
開
通
を
記
念
し
て

始
ま
っ
た
天
草
五
橋
祭
。
今
年
も
９
月
22
日
・
23
日

に
松
島
町
合
津
港
一
帯
を
主
会
場
に
恒
例
の
「
道
中

踊
り
」「
白
龍
船
競
漕
大
会
」
な
ど
に
加
え
、「
よ
さ

こ
い
」
や
「
藤
岡
弘
、
特
別
講
演
会
」
も
あ
り
、
会

場
は
お
お
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
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第 67回
熊本県民体育祭菊池大会
９月 15日から 16 日にかけて菊池郡市を主会場に第 67回熊本
県民体育祭菊池大会が開催されました。

男女グラウン
ド・ゴルフ サッカー

テニス

バドミントン女子

ソフトボール男子

バドミントン男子

バレーボール男子

バスケットボール女子

ハンドボール

ボウリング

剣道

卓球

陸上競技 ゲートボール女
子 ソフトテニス

弓道ソフトボール女子バスケットボール男子

期日：平成 25年９月 14 日～ 15 日

熱戦！

来年開催
今大会には、県内 20 郡市からの代表約

6700 人が出場し、上天草市からは 18 競技

に 304 人の代表選手が出場しました。

各会場では選手が熱戦を繰り広げました。

▲渡辺哲浩さん

陸上競技 男子 30 ～ 39 才
　　3000 メートル

記録９分 7秒３

1 位

３位

軟式野球
３位

５位

ゲートボール男子
５位

５位

３位

水泳

　スローガン最優秀賞の

平田実さん（姫戸町）。

　「天草の自然の豊かさの

シンボルである藍色の空

と海をイメージとし、こ

の天草に集うスポーツを

愛する人の絆を深めるこ

と」を大会スローガンと

しました。

平田さんの作品が大会スローガンに！

 平成 25 年９月に開催される第 68 回熊本県民体育祭天草大会の

大会シンボルマークとスローガンが決定しました。

　大会シンボルマーク最優秀賞は、久保洋さん（天草市）の作品。

天草の美しい夕日を背にジャンプするイルカで躍動感を表すと

ともに、イルカの形で天草の「アマ」の字を表現。虹の曲線は情熱、

調和、元気をイメージしています。

藍色の空と海に集い
　　　　絆結ぼう
　　　　　天草県体

第 68回熊本県民体育祭　天草大会

バレーボール女子
クレー射撃
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第 67回
熊本県民体育祭菊池大会
９月 15日から 16 日にかけて菊池郡市を主会場に第 67回熊本
県民体育祭菊池大会が開催されました。

男女グラウン
ド・ゴルフ サッカー

テニス

バドミントン女子

ソフトボール男子

バドミントン男子

バレーボール男子

バスケットボール女子

ハンドボール

ボウリング

剣道

卓球

陸上競技 ゲートボール女
子 ソフトテニス

弓道ソフトボール女子バスケットボール男子

期日：平成 25年９月 14 日～ 15 日

熱戦！

来年開催
今大会には、県内 20 郡市からの代表約

6700 人が出場し、上天草市からは 18 競技

に 304 人の代表選手が出場しました。

各会場では選手が熱戦を繰り広げました。

▲渡辺哲浩さん

陸上競技 男子 30 ～ 39 才
　　3000 メートル

記録９分 7秒３

1 位

３位

軟式野球
３位

５位

ゲートボール男子
５位

５位

３位

水泳

　スローガン最優秀賞の

平田実さん（姫戸町）。

　「天草の自然の豊かさの

シンボルである藍色の空

と海をイメージとし、こ

の天草に集うスポーツを

愛する人の絆を深めるこ

と」を大会スローガンと

しました。

平田さんの作品が大会スローガンに！

 平成 25 年９月に開催される第 68 回熊本県民体育祭天草大会の

大会シンボルマークとスローガンが決定しました。

　大会シンボルマーク最優秀賞は、久保洋さん（天草市）の作品。

天草の美しい夕日を背にジャンプするイルカで躍動感を表すと

ともに、イルカの形で天草の「アマ」の字を表現。虹の曲線は情熱、

調和、元気をイメージしています。

藍色の空と海に集い
　　　　絆結ぼう
　　　　　天草県体

第 68回熊本県民体育祭　天草大会

バレーボール女子
クレー射撃
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市職員の給与等を公表します市職員の給与等を公表します

（６）職員手当の状況
区分 内容 国の制度と異同

期末・勤勉 年間 3.95 月分 同

扶養手当
・配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　1万 3000 円
・配偶者以外の扶養親族　　　　　　　　         　6500 円
・16 歳～ 22 歳の子１人につき             加算額 5000 円

同

住居手当 ・借家　　　　　　　     家賃額に応じて 2万 7000 円以内
・持家（新築、住宅購入から５年未満）　　　　　　2000 円

異

通勤手当 自動車等を利用する場合、距離に応じて 2000 円～ 2万 4500 円を支給 同

（注） 平成 24 年地方公務員給与実態調査による平成 24 年４月１日現在の数値です。

（７）退職手当の状況　（平成 24 年４月１日現在）

支　給　率 自己都合 勧奨・定年 国の制度
自己都合 勧奨・定年

勤務 20 年 23.5 月分 30.55 月分 23.5 月分 30.55 月分

勤務 25 年 33.5 月分 41.34 月分 33.5 月分 41.34 月分

勤務 35 年 47.5 月分 59.28 月分 47.5 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置 制度なし 国と同じ 定年前早期退職特別措置 (2％～ 20％加算 )

退職時特別昇給 なし なし なし

平均支給額 7,619 千円 23,205 千円

（注）退職手当の平均支給額は、平成 23 年度に退職した全職種に係る職員に支給された１人あたりの平均額です。

◎職員の給与の状況

（１）職員給与費の状況（普通会計決算見込額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区分 職員数
Ａ

給与費 一人当たりの
給与費（Ｂ / Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

平成 23 年度 293 人 1,143,987 千円 135,019 千円 418,166 千円 1,697,172 千円 5,792 千円

（注）「地方財政状況調査表」報告数値による。 職員手当には、退職手当を含みません。
　　なお、職員数は平成 24 年４月１日現在です。

（２）職員の平均給料月額、平均給与月額、平均年齢の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

平成 24 年 31 万 3700 円 34 万 5400 円 41.1 歳 29 万 1900 円 30 万 8700 円 46.8 歳

（注）平成 24 年地方公務員給与実態調査による数値です。
　　平均給与額は（諸手当含む）期末・勤勉手当、退職手当を除いた数値です。

（３）職員の初任給の状況（平成 24 年４月１日現在）

区分 一般行政職（号級） 技能労務職（号級） 国の制度
一般行政職（号級） 技能労務職（号級）

高校卒 14 万 100 円（1-5） 13 万 7200 円（1-17） 14 万 100 円（1-5） 13 万 7200 円（1-17）

大学卒 17 万 2200 円（1-25） 17 万 2200 円（1-25）

（４）職員の経験年数別・学年別平均給料月額の状況

区分 経験年数
10 ～ 14 年 15 ～ 19 年 20 ～ 24 年

一般行政職 大学卒 28 万 800 円 32 万 8500 円 36 万 6600 円

高校卒 23 万 1000 円 27 万 7300 円 32 万 2400 円

技能労務職 大学卒 　　 30 万 6300 円

高校卒 22 万 1200 円 25 万 6200 円 30 万 2600 円

◎特別職の報酬等の状況

（平成 24 年４月１日現在）
区　分 給料 ( 報酬 ) 月額 期末手当
市　長 80 万 1000 円　

2.6 月分副市長 59 万 7000 円　

教育長 54 万 6000 円　

議　長 36 万 3000 円　

2.6 月分副議長 33 万 3000 円　

議　員 31 万 4000 円　

◎職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　勤務時間、休息・休憩時間、週休日の状況
○１日の勤務時間７時間 45 分、１週間の勤務時間 38 時間 45 分

勤務時間 休憩時間 週休日
8：30 ～ 17：15 12：00 ～ 13：00 土曜日、日曜日

◎職員の懲戒処分の状況

　懲戒処分の状況（平成 23 年度中）　
処分の種類

処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合等 １人 ０人 ０人 ０人 1人

（注）懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対し、その責任を追及

　　して行う不利益処分のことです。

◎職員の任免および職員数に関する状況

（１）職員数に関する状況

平成 23 年 4 月 1 日
現在の職員数

平成 23 年度中の異動 平成 24 年 4 月 1 日
　現在の職員数　一　般　職　員 病　院　職　員

退　　職 採　　用 退　　職 採　　用
583 人 25 人 14 人 16 人 20 人 576 人

（注）「退職」は平成 23 年４月２日から平成 24 年３月 31 日まで、「採用」は平成 23 年４月２日から

　　平成 24 年４月１日までの間の数値を計上しています。

（２）部門別職員数の状況（各年度４月１日現在）

区分 職員数 増減 主な増減理由平成 23 年度 平成 24 年度

一

般

行

政

議　　 会 4 人 4 人 0

総　　 務 87 人 87 人 0

税　　 務 25 人 25 人 0

民　　 生 62 人 56 人 △ 6 事務分担の見直し・保育士退職

衛　　 生 28 人 26 人 △ 2 事務分担の見直し

農林水産  19 人 17 人 △ 2 事務分担の見直し

商　　 工 15 人 15 人 0

土　　 木 19 人 18 人 △ 1 事務分担の見直し

小　　 計 259 人 248 人 △ 11

特別行政 教　　 育 45 人 45 人 0

公
営
企
業
等

病　　 院 238 人 242 人 4 医療体制充実

水　　 道 12 人 12 人 0

下  水  道 2 人 2 人 0

そ  の 他 27 人 27 人 0

小　　 計 279 人 283 人 4

合　　　　　計 583 人 576 人 △ 7

【問合せ先】　総務課人事給与係　☎ 0964（56）1111

　市職員の人事・給与の状況について、市民の皆さんにご理解

いただくため、市の条例に基づき公表します。

　なお、市ホームページにも掲載してあります。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1 級 主事、技師 25 人 11.36％

2 級 高度な知識経験を必要とす
る業務を行う主事・技師

20 人  9.09％

3 級 参事 62 人 28.18％

4 級 課長補佐、主幹 43 人 19.55％

5 級 審議員、相当な経験を有す
る課長補佐・主幹

44 人 20.00％

6 級 部長、統括支所長、課長 19 人  8.64％

7 級 相当な経験を有する部長  7 人  3.18％

計 220 100％

（注） 平成 24 年地方公務員給与実態調査による平成 24
　　　年４月１日現在の数値です。

（５）一般行政職の級別職員数の状況

（平成 24 年 4 月 1 日現在）
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市職員の給与等を公表します市職員の給与等を公表します

（６）職員手当の状況
区分 内容 国の制度と異同

期末・勤勉 年間 3.95 月分 同

扶養手当
・配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　1万 3000 円
・配偶者以外の扶養親族　　　　　　　　         　6500 円
・16 歳～ 22 歳の子１人につき             加算額 5000 円

同

住居手当 ・借家　　　　　　　     家賃額に応じて 2万 7000 円以内
・持家（新築、住宅購入から５年未満）　　　　　　2000 円

異

通勤手当 自動車等を利用する場合、距離に応じて 2000 円～ 2万 4500 円を支給 同

（注） 平成 24 年地方公務員給与実態調査による平成 24 年４月１日現在の数値です。

（７）退職手当の状況　（平成 24 年４月１日現在）

支　給　率 自己都合 勧奨・定年 国の制度
自己都合 勧奨・定年

勤務 20 年 23.5 月分 30.55 月分 23.5 月分 30.55 月分

勤務 25 年 33.5 月分 41.34 月分 33.5 月分 41.34 月分

勤務 35 年 47.5 月分 59.28 月分 47.5 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置 制度なし 国と同じ 定年前早期退職特別措置 (2％～ 20％加算 )

退職時特別昇給 なし なし なし

平均支給額 7,619 千円 23,205 千円

（注）退職手当の平均支給額は、平成 23 年度に退職した全職種に係る職員に支給された１人あたりの平均額です。

◎職員の給与の状況

（１）職員給与費の状況（普通会計決算見込額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区分 職員数
Ａ

給与費 一人当たりの
給与費（Ｂ / Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

平成 23 年度 293 人 1,143,987 千円 135,019 千円 418,166 千円 1,697,172 千円 5,792 千円

（注）「地方財政状況調査表」報告数値による。 職員手当には、退職手当を含みません。
　　なお、職員数は平成 24 年４月１日現在です。

（２）職員の平均給料月額、平均給与月額、平均年齢の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

平成 24 年 31 万 3700 円 34 万 5400 円 41.1 歳 29 万 1900 円 30 万 8700 円 46.8 歳

（注）平成 24 年地方公務員給与実態調査による数値です。
　　平均給与額は（諸手当含む）期末・勤勉手当、退職手当を除いた数値です。

（３）職員の初任給の状況（平成 24 年４月１日現在）

区分 一般行政職（号級） 技能労務職（号級） 国の制度
一般行政職（号級） 技能労務職（号級）

高校卒 14 万 100 円（1-5） 13 万 7200 円（1-17） 14 万 100 円（1-5） 13 万 7200 円（1-17）

大学卒 17 万 2200 円（1-25） 17 万 2200 円（1-25）

（４）職員の経験年数別・学年別平均給料月額の状況

区分 経験年数
10 ～ 14 年 15 ～ 19 年 20 ～ 24 年

一般行政職 大学卒 28 万 800 円 32 万 8500 円 36 万 6600 円

高校卒 23 万 1000 円 27 万 7300 円 32 万 2400 円

技能労務職 大学卒 　　 30 万 6300 円

高校卒 22 万 1200 円 25 万 6200 円 30 万 2600 円

◎特別職の報酬等の状況

（平成 24 年４月１日現在）
区　分 給料 ( 報酬 ) 月額 期末手当
市　長 80 万 1000 円　

2.6 月分副市長 59 万 7000 円　

教育長 54 万 6000 円　

議　長 36 万 3000 円　

2.6 月分副議長 33 万 3000 円　

議　員 31 万 4000 円　

◎職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　勤務時間、休息・休憩時間、週休日の状況
○１日の勤務時間７時間 45 分、１週間の勤務時間 38 時間 45 分

勤務時間 休憩時間 週休日
8：30 ～ 17：15 12：00 ～ 13：00 土曜日、日曜日

◎職員の懲戒処分の状況

　懲戒処分の状況（平成 23 年度中）　
処分の種類

処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合等 １人 ０人 ０人 ０人 1人

（注）懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対し、その責任を追及

　　して行う不利益処分のことです。

◎職員の任免および職員数に関する状況

（１）職員数に関する状況

平成 23 年 4 月 1 日
現在の職員数

平成 23 年度中の異動 平成 24 年 4 月 1 日
　現在の職員数　一　般　職　員 病　院　職　員

退　　職 採　　用 退　　職 採　　用
583 人 25 人 14 人 16 人 20 人 576 人

（注）「退職」は平成 23 年４月２日から平成 24 年３月 31 日まで、「採用」は平成 23 年４月２日から

　　平成 24 年４月１日までの間の数値を計上しています。

（２）部門別職員数の状況（各年度４月１日現在）

区分 職員数 増減 主な増減理由平成 23 年度 平成 24 年度

一

般

行

政

議　　 会 4 人 4 人 0

総　　 務 87 人 87 人 0

税　　 務 25 人 25 人 0

民　　 生 62 人 56 人 △ 6 事務分担の見直し・保育士退職

衛　　 生 28 人 26 人 △ 2 事務分担の見直し

農林水産  19 人 17 人 △ 2 事務分担の見直し

商　　 工 15 人 15 人 0

土　　 木 19 人 18 人 △ 1 事務分担の見直し

小　　 計 259 人 248 人 △ 11

特別行政 教　　 育 45 人 45 人 0

公
営
企
業
等

病　　 院 238 人 242 人 4 医療体制充実

水　　 道 12 人 12 人 0

下  水  道 2 人 2 人 0

そ  の 他 27 人 27 人 0

小　　 計 279 人 283 人 4

合　　　　　計 583 人 576 人 △ 7

【問合せ先】　総務課人事給与係　☎ 0964（56）1111

　市職員の人事・給与の状況について、市民の皆さんにご理解

いただくため、市の条例に基づき公表します。

　なお、市ホームページにも掲載してあります。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1 級 主事、技師 25 人 11.36％

2 級 高度な知識経験を必要とす
る業務を行う主事・技師

20 人  9.09％

3 級 参事 62 人 28.18％

4 級 課長補佐、主幹 43 人 19.55％

5 級 審議員、相当な経験を有す
る課長補佐・主幹

44 人 20.00％

6 級 部長、統括支所長、課長 19 人  8.64％

7 級 相当な経験を有する部長  7 人  3.18％

計 220 100％

（注） 平成 24 年地方公務員給与実態調査による平成 24
　　　年４月１日現在の数値です。

（５）一般行政職の級別職員数の状況

（平成 24 年 4 月 1 日現在）
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　９月 20 日、秋の交通安全運動出発式が上天草物

産館さんぱーる前で行われ、参加者およそ 200 人が

交通安全に対する心構えを新たにしました。

　式では、石原裕洋上天草警察署長が増加の傾向に

ある高齢者による事故防止を呼び掛け、姫戸ひかり

保育園の園児らが元気に太鼓を披露し「お父さん、

お母さんとの約束を守って交通安全に気をつけま

す」と、大きな声で宣誓を行いました。

　式終了後には、早速、さんぱーる駐車場において、

街頭キャンペーンが行われ、さんぱーるを利用する

お客さまにチラシを渡し、交通安全を訴えていまし

た。

　８月 26 日、天草市大矢崎緑地公園特設会場にお

いて、第 29 回熊本県消防操法大会が開催され、上

天草市の代表として第 17 分団（姫戸町）が小型ポ

ンプの部に出場しました。

　第 17 分団は、６月 10 日に松島総合運動公園「ア

ロマ」で開催された上天草市消防団消防ポンプ操法

大会で優勝し、その後、連日遅くまで訓練を行い、

万全の準備の上大会に臨みました。

　大会当日は、台風の影響による強風と猛暑中、厳

しい戦いとなりました。結果は、入賞には及びませ

んでしたが、日頃の訓練の成果を十二分に発揮され

ました。

　市代表監査委員の岩井千歳さん（大矢野町）が

長年にわたり職務に精励し、特に功績を残したと

して、このほど全国都市監査委員会から表彰され

ました。

　岩井さんは旧大矢野町役場出身で財政、会計、

税務の経験が豊富だったことから、平成 16 年７

月に市監査委員に選任されました。以来、7年間、

市の財務・事業の経営管理、その他行政運営の監

査を行い、今回、その功績が認められ表彰されま

した。

　市の監査委員は職見を有する民間人と、議員の

２人で構成され民間人の任期は４年で、岩井さん

は現在３期目。岩井さんは「これからも市民の皆

さんの付託に応えられるように公平、公正な監査

を心掛け、健全な財政運営などに貢献したい」と

決意を新たにしていました。

８/26
訓練の成果を披露

岩井監査委員が受賞

　昨年４月に山と渓谷社発行の「九州百名山地図帳」

に龍ケ岳が掲載されました。これは、九州の山々か

ら歴史や風格などを吟味し、名山と思われるものが

選ばれるもので、同書では龍ケ岳コ－スの魅力につ

いて「眺望であり、南国の低山でもあるため、冬の

清澄な日の山行がおすすめ」と紹介されています。

ミューイ天文台の松本管理者の話しによると「昨年

の５月頃から新九州百名山に登りたいという登山者

が増えている」とのことです。

　そして、龍ケ岳には、ミューイ天文台、日本棚田

百選・大作山の棚田等の見所があり、９月から始まっ

た上天草市商工会青年部主催の「トレッキング・ス

タンプラリー」も開催されています。

　皆さんもこれからの季節、龍ケ岳や太郎丸・次郎

丸岳などの観海アルプスで山歩きを楽しんでみませ

んか。

全国都市監査委員会

秋の交通安全運動上天草出発式

龍ケ岳が九州百名山に選ばれました

まちのわだい

　教良木中で９月 21 日、「ものづくりチャレンジ教

室」が開催され、生徒 35 人が木製ＣＤラックや畳

表を使った円形の花台の制作に取り組みました。

　これは、県の「ものづくりチャレンジ事業」の一

環で、熟練技能士から生徒たちに、ものづくりの技

を伝授し、その楽しさと素晴らしさを知ってもらう

とともに、この体験を通して技能に対し興味や関心

を持つきっかけにと、県内の１級技能士 12 人を招

いて行われたものです。

　３年生の惣田瑞基さんは「技能士の方々と話しが

できてとても楽しかった。僕も子ども達に何かを伝

えられるような人になりたい」と話していました。

皆さん、九州百名山をご存知ですか

ものづくりチャレンジ教室

中学生が"ものづくり”を体験

９/21

　８月２日から二泊三日の日程で、わくわく自然体

験 in 上天草が行われ、熊本市などから子ども達 22

人の参加がありました。

　この体験事業は自然いっぱいの上天草市で、都市

部に住む子ども達に上天草ならではの体験をしても

らおうと、ＮＰＯ法人ＫＡプロジェクト（田中万里

代表）と熊本市の子育て支援団体ＦＵＮ＆ＦＩＴ（緒

方保美代表）が連携して実施したもので、上天草市

の子ども達との交流も行われました。

　子ども達は、パールサンビーチでマリンレジャー

や島に渡っての探検、流木を使ったアクセサリー作

りなど、普段できない体験をとおして上天草の自然

を満喫しました。

わくわく自然体験in上天草

８/２
友だちと協力して自然を学ぼう

広報特派員
レポート

取材：広報特派員 木下　栄さん龍ケ岳（標高 470㍍）

龍ヶ岳山頂からの眺望

９/20
約束を守って交通安全に気を付けます

皆さんの善意に感謝します

熊本広域大水害義援金総額
　市では、７月 12 日に発生した熊本広域大水害によ

り被害を受けられた被災者を支援するため、義援金募

金箱を上天草市役所４庁舎に８月 31 日まで設置しま

した。義援金の総額は 67 万 1807 円にのぼり、全額を

日本赤十字社へ送金しました。

　日本赤十字社の熊本広域大水害義援金につきまして

は、全額が熊本県の義援金配分委員会を通じて、被災

された方々に届けられます。ご協力いただきました皆

さんに感謝いたします。	

市消防団第17分団が県消防操法大会に出場
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種　類 ※用意するもの 対象地区 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 全地区 29木 H24.9

13:00～13:15

3～4カ月児健診
（BCG）

バスタオル
BCG問診票

大矢野 6火
H24.7

松　島 8木
龍ヶ岳 1木 H24.6～7

6～7カ月児健診 ハンカチ
または

ハンドタオル

大矢野 13火
H24.4

松　島 8木
6～8カ月児健診 龍ヶ岳 1木 H24.3～4

１歳６カ月児健診 尿 大矢野 20火 H23.3～4

２歳児歯科健診
歯ブラシ

（仕上げ磨き）
全地区 28水 H22.10～11

３歳児健診
聴力視力
検査用紙

松　島 15木 H21.9～10

【場　所】全地区・松島…松島保健センター　大矢野…大矢野老人福祉センター

　　　　　姫戸…姫戸老人福祉センター　　　龍ヶ岳…龍ヶ岳統括支所

【用意するもの】 母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず持参ください。

乳幼児健診（11 月）

種　類 日 実施時間
デイケア 8木 10:00 ～ 12:00

【場所】8 日　大矢野老人福祉センター

種　類 日 実施時間
精神保健相談 1木、15木 14：00 ～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172　※要予約

福　祉（11 月）

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

3 竹島医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0159

4

吉田クリニック
〈内〉

（大矢野町中）

☎ 0964（57）0246

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）

☎ 0969（56）0899

11

福本眼科〈眼〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0508

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3538

18

中村医院〈内〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0003

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3102

23
宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）

☎ 0964（56）0600

25

福本眼科〈眼〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0508

竹中医院〈内〉
（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）2148

【診療時間】　9 時～ 17 時 ※診療時間外は上天草総

合病院、済生会みすみ病院、天草地域医療センター

にお問い合わせください。９月 30 日現在の予定表

になります。都合により変更することもあります。

日祝日在宅医（11 月）

母子手帳交付 ・育児相談 （11 月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
 5月、12月
19月、26月

9:30 ～ 11:00
（9:30 ～ 9:45）

松島保健センター
随時交付（手帳）

15木（相談） 9:30 ～ 11:00

姫戸統括支所 19月 9:00 ～ 10:00
（9:00 ～ 9:15）

龍ヶ岳統括支所 1木、19月 10:30 ～ 11:30
（10:30 ～ 10:45）

用意するもの　印鑑（手帳）

　11 月１日から４種混合ワクチン（ジフテリア・

百日咳・破傷風・不活化ポリオ）の定期接種が

導入されます。対象は、原則、平成 24 年８月１

日以降に生まれた方で、３種混合ワクチン未接

種かつポリオワクチン未接種の方です。

　なお、９月１日から不活化ポリオワクチンの

接種が開始されています。平成 24 年７月 31 日

までに生まれた方は、原則、３種混合ワクチン

と単独の不活化ポリオワクチンを接種すること

とされています。対象の方は、できるだけ早め

に接種をしましょう。

　いずれの場合も、接種方法は医療機関での個

別接種となります。予診票は市役所で発行しま

すので、健康づくり推進室、大矢野窓口センター、

姫戸・龍ヶ岳各統括支所窓口へ母子手帳を持参

のうえお越しください。

　詳しくは、健康づくり推進室までおたずねく

ださい。

○問合せ先　保健課健康づくり推進室

　　　　　　☎ 0969（28）3356

日 実施時間
23 日金 10:30 ～ 11:30

【場所】上天草総合病院６階講堂　☎ 0969（62）1122

がんサロン（11 月）

11 月から４種混合ワクチン接種
が始まります

普通に歩く 0.02kcal × kg × 分 ＝ kcal

大また（＋ 10cm）で少し早く歩く 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

階段を上り下りする 0.10kcal × kg × 分 ＝ kcal

一段飛ばし階段上がり 0.12kcal × kg × 分 ＝ kcal

水中ウォーキング（胸元の水深） 0.12kcal × kg × 分 ＝ kcal

自転車で走る 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

その場で足踏み（竹踏みするように） 0.06kcal × kg × 分 ＝ kcal

かかとがお尻にくっつくくらい膝を巻き上げる 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

両手を腰に、太ももが床と水平になるくらいまで、左
右交互にひざを持ちあげる

0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

かかととつま先の上げ下げ・足首ストレッチ 0.06kcal × kg × 分 ＝ kcal

両足のくるぶしと両膝をぴったりあわせて座り両膝に
力をこめて押し合う

0.06kcal × kg × 分 ＝ kcal

片方づつ膝を、ゆっくり、まっすぐ伸ばす。つま先を
手前に引き、その姿勢を保つ

0.12kcal × kg × 分 ＝ kcal

足を組み、組んだ足と反対の手をひざに重ね、膝を上
に腕は下に力を込める

0.16kcal × kg × 分 ＝ kcal

ラジオ体操 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

ひざをしっかり曲げてしゃがむ・立ち上がる 0.10kcal × kg × 分 ＝ kcal

ひざを上下に軽くゆする 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

桶をお湯に入れて前後に押して引く 0.16kcal × kg × 分 ＝ kcal

お湯の中で自転車こぎ 0.16kcal × kg × 分 ＝ kcal

腕をまっすぐ前に手のひらを上に伸ばし、そのまま
ゆっくり、強く「グー・パー」を繰返す

0.04kcal × kg × 分 ＝ kcal

背筋を伸ばし、お腹と背中をくっつけるような気持ち
でゆっくりとお腹をへこませていく

0.06kcal × kg × 分 ＝ kcal

あお向けで、ひざを立てて左右に倒す。顔は逆向き 0.02kcal × kg × 分 ＝ kcal

あお向けで、片方の膝を両手で抱え胸に引き寄せる。
残った足はつま先をのばす。

0.02kcal × kg × 分 ＝ kcal

あお向けに寝て、両手両足を上げ、30 秒間揺らす 0.04kcal × kg × 分 ＝ kcal

ゴルフ 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

バレーボール 0.14kcal × kg × 分 ＝ kcal

バスケットボール 0.26kcal × kg × 分 ＝ kcal

合計 kcal

※消費カロリーはその運動を５分間続けたときの１分あたりの消費カロリーで、年齢・性別で若干の違いがあります。

※参考文献：長野　茂著「１分間ながら運動ダイエット」、日本体育協会スポーツ科学委員会作成資料
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種　類 ※用意するもの 対象地区 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 全地区 29木 H24.9

13:00～13:15

3～4カ月児健診
（BCG）

バスタオル
BCG問診票

大矢野 6火
H24.7

松　島 8木
龍ヶ岳 1木 H24.6～7

6～7カ月児健診 ハンカチ
または

ハンドタオル

大矢野 13火
H24.4

松　島 8木
6～8カ月児健診 龍ヶ岳 1木 H24.3～4

１歳６カ月児健診 尿 大矢野 20火 H23.3～4

２歳児歯科健診
歯ブラシ

（仕上げ磨き）
全地区 28水 H22.10～11

３歳児健診
聴力視力
検査用紙

松　島 15木 H21.9～10

【場　所】全地区・松島…松島保健センター　大矢野…大矢野老人福祉センター

　　　　　姫戸…姫戸老人福祉センター　　　龍ヶ岳…龍ヶ岳統括支所

【用意するもの】 母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず持参ください。

乳幼児健診（11 月）

種　類 日 実施時間
デイケア 8木 10:00 ～ 12:00

【場所】8 日　大矢野老人福祉センター

種　類 日 実施時間
精神保健相談 1木、15木 14：00 ～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172　※要予約

福　祉（11 月）

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

3 竹島医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0159

4

吉田クリニック
〈内〉

（大矢野町中）

☎ 0964（57）0246

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）

☎ 0969（56）0899

11

福本眼科〈眼〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0508

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3538

18

中村医院〈内〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0003

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3102

23
宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）

☎ 0964（56）0600

25

福本眼科〈眼〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0508

竹中医院〈内〉
（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）2148

【診療時間】　9 時～ 17 時 ※診療時間外は上天草総

合病院、済生会みすみ病院、天草地域医療センター

にお問い合わせください。９月 30 日現在の予定表

になります。都合により変更することもあります。

日祝日在宅医（11 月）

母子手帳交付 ・育児相談 （11 月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
 5月、12月
19月、26月

9:30 ～ 11:00
（9:30 ～ 9:45）

松島保健センター
随時交付（手帳）

15木（相談） 9:30 ～ 11:00

姫戸統括支所 19月 9:00 ～ 10:00
（9:00 ～ 9:15）

龍ヶ岳統括支所 1木、19月 10:30 ～ 11:30
（10:30 ～ 10:45）

用意するもの　印鑑（手帳）

　11 月１日から４種混合ワクチン（ジフテリア・

百日咳・破傷風・不活化ポリオ）の定期接種が

導入されます。対象は、原則、平成 24 年８月１

日以降に生まれた方で、３種混合ワクチン未接

種かつポリオワクチン未接種の方です。

　なお、９月１日から不活化ポリオワクチンの

接種が開始されています。平成 24 年７月 31 日

までに生まれた方は、原則、３種混合ワクチン

と単独の不活化ポリオワクチンを接種すること

とされています。対象の方は、できるだけ早め

に接種をしましょう。

　いずれの場合も、接種方法は医療機関での個

別接種となります。予診票は市役所で発行しま

すので、健康づくり推進室、大矢野窓口センター、

姫戸・龍ヶ岳各統括支所窓口へ母子手帳を持参

のうえお越しください。

　詳しくは、健康づくり推進室までおたずねく

ださい。

○問合せ先　保健課健康づくり推進室

　　　　　　☎ 0969（28）3356

日 実施時間
23 日金 10:30 ～ 11:30

【場所】上天草総合病院６階講堂　☎ 0969（62）1122

がんサロン（11 月）

11 月から４種混合ワクチン接種
が始まります

普通に歩く 0.02kcal × kg × 分 ＝ kcal

大また（＋ 10cm）で少し早く歩く 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

階段を上り下りする 0.10kcal × kg × 分 ＝ kcal

一段飛ばし階段上がり 0.12kcal × kg × 分 ＝ kcal

水中ウォーキング（胸元の水深） 0.12kcal × kg × 分 ＝ kcal

自転車で走る 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

その場で足踏み（竹踏みするように） 0.06kcal × kg × 分 ＝ kcal

かかとがお尻にくっつくくらい膝を巻き上げる 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

両手を腰に、太ももが床と水平になるくらいまで、左
右交互にひざを持ちあげる

0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

かかととつま先の上げ下げ・足首ストレッチ 0.06kcal × kg × 分 ＝ kcal

両足のくるぶしと両膝をぴったりあわせて座り両膝に
力をこめて押し合う

0.06kcal × kg × 分 ＝ kcal

片方づつ膝を、ゆっくり、まっすぐ伸ばす。つま先を
手前に引き、その姿勢を保つ

0.12kcal × kg × 分 ＝ kcal

足を組み、組んだ足と反対の手をひざに重ね、膝を上
に腕は下に力を込める

0.16kcal × kg × 分 ＝ kcal

ラジオ体操 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

ひざをしっかり曲げてしゃがむ・立ち上がる 0.10kcal × kg × 分 ＝ kcal

ひざを上下に軽くゆする 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

桶をお湯に入れて前後に押して引く 0.16kcal × kg × 分 ＝ kcal

お湯の中で自転車こぎ 0.16kcal × kg × 分 ＝ kcal

腕をまっすぐ前に手のひらを上に伸ばし、そのまま
ゆっくり、強く「グー・パー」を繰返す

0.04kcal × kg × 分 ＝ kcal

背筋を伸ばし、お腹と背中をくっつけるような気持ち
でゆっくりとお腹をへこませていく

0.06kcal × kg × 分 ＝ kcal

あお向けで、ひざを立てて左右に倒す。顔は逆向き 0.02kcal × kg × 分 ＝ kcal

あお向けで、片方の膝を両手で抱え胸に引き寄せる。
残った足はつま先をのばす。

0.02kcal × kg × 分 ＝ kcal

あお向けに寝て、両手両足を上げ、30 秒間揺らす 0.04kcal × kg × 分 ＝ kcal

ゴルフ 0.08kcal × kg × 分 ＝ kcal

バレーボール 0.14kcal × kg × 分 ＝ kcal

バスケットボール 0.26kcal × kg × 分 ＝ kcal

合計 kcal

※消費カロリーはその運動を５分間続けたときの１分あたりの消費カロリーで、年齢・性別で若干の違いがあります。

※参考文献：長野　茂著「１分間ながら運動ダイエット」、日本体育協会スポーツ科学委員会作成資料
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診 療 案 内

市 立 病 院
だ よ り

月 火 水 木 金

内 科

代謝内科

再来

坂本

樋口

和田

大村

和田

山城

大村

坂本

樋口

和田

山城

坂本

山城

城臺

新患 城臺 城臺

和田
（～10時）
志摩

（10 時～）

石田
応援

医師

循環器内科 脇田

外　　科

消化器科
福田 城野

福田

蓮尾
城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松 胤末 藤松

小児科 神薗

産婦人科
姫野

黒田
黒田

姫野

黒田
姫野 姫野

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

眼　科 竹下 竹下

皮膚科 尹

泌尿器科 小川

胃　　腸

センター

石田

城野

蓮尾

蓮尾

福田

石田

和田    

城野

蓮尾

福田

坂本

石田

城野

福田

歯科・口腔外科 福田

●受付は、８時 30 分～ 11 時 30 分までです。

●眼科の毎週水曜日の診療は休診となります。

●眼科は 10 月 19 日（金）、26 日（金）は休診

となります。また 10 月 25 日（木）は熊大か

らの代診となります。

●歯科口腔外科は月～金曜日の午後も診療を行

います。10 月より火・木の夕刻診療は休止

します。

●整形外科は 10 月 19 日（金）の診療は休診と

なります。

●代謝内科は毎週木曜日の午前中と 15 時～ 18

時まで診療を行います。

●代謝内科は 10 月 19 日（金）、25 日（木）、26

日（金）、30 日（火）は休診となります。

●耳鼻科は 10 月 23 日（火）は休診となります。

●内科は火・木曜日の 17 時～ 18 時まで診療を

行います。

●内科は 10 月 19 日（金）は休診となります。

●診療案内は都合により変更となることがあり

ますので、ご了承ください。

☆問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）
　℻　0969（62）1546

月 火 水 木 金

夕方外来

（内科）

和田

城臺

大村

山城

大村

坂本

教良木診療所 大村 坂本 樋口 応援 黒田

上天草市立上天草総合病院
泌尿器科　小川　愛一郎

　
昨
年
９
月
か
ら
火
曜
日
に
泌
尿

器
科
外
来
診
療
を
担
当
し
て
い
る

小
川
と
申
し
ま
す
。
私
は
姫
戸
町

に
生
ま
れ
、
中
学
ま
で
姫
戸
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
当
病
院
で
中
学

生
の
時
虫
垂
炎
の
手
術
を
受
け
ま

し
た
。
高
校
、
大
学
と
熊
本
市
に

出
ま
し
た
が
、
今
回
こ
の
よ
う
な

形
で
上
天
草
で
仕
事
が
で
き
る
こ

と
を
不
思
議
な
気
が
す
る
と
共
に

本
当
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
泌
尿
器
科
で
は
お
も
に
腎
臓
、

尿
管
、
膀
胱
、
前
立
腺
、
男
性
生

殖
器
を
扱
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
病
気
と
し
て

は
、
腎
臓
が
ん
、
尿
管
結
石
、
膀

胱
炎
、
膀
胱
が
ん
、
前
立
腺
肥
大

症
、
前
立
腺
が
ん
、
尿
道
炎
な
ど

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
こ
で
は
最
近
急
増
し
て
い
る

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
話
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
前
立
腺
は
男
性
の
膀

胱
の
出
口
に
あ
っ
て
、
尿
道
を
取

り
巻
く
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
若
い

頃
の
正
常
の
大
き
さ
、
形
は
く
る

み
の
よ
う
で
す
。
前
立
腺
液
を
作

り
、
こ
れ
が
精
液
の
一
部
と
な
り

精
子
の
状
態
を
よ
く
す
る
栄
養
剤

の
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
が
ん
は
前
立
腺
の
後
ろ
の
外

側
に
で
き
る
の
が
多
い
た
め
症
状

は
出
に
く
い
で
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
最
近
急
激
に
増

え
て
お
り
、
男
性
が
ん
の
中
で
は

胃
が
ん
、
肺
が
ん
に
つ
い
で
３
番

目
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
、。
こ

の
理
由
と
し
て
は
、
男
性
人
口
の

高
齢
化
、
食
生
活
の
欧
米
化
、
血

液
検
査
で
異
常
が
わ
か
る
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
と
し
て
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
普

及
、
が
ん
診
断
の
細
胞
検
査
の
向

上
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
健
診
な
ど
で
こ
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
数

値
が
高
く
前
立
腺
が
ん
が
疑
わ
れ

た
ら
、
肛
門
か
ら
細
い
針
を
刺
し

て
前
立
腺
の
細
胞
の
検
査
を
し
て

最
終
診
断
と
し
ま
す
。
細
胞
検
査

で
「
が
ん
」
と
な
っ
た
ら
、
が
ん

の
広
が
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

こ
れ
は
画
像
診
断
で
行
い
ま
す
の

で
き
つ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
治
療
と
し
て
は
①
手
術
療
法
、

②
放
射
線
療
法
、
③
ホ
ル
モ
ン
療

法
が
あ
り
ま
す
。
①
、
②
は
早
期

の
も
の
に
対
し
て
、
③
は
早
期
、

進
行
期
両
方
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
ぜ
ひ
強
調
し
た
い
の
は
前

立
腺
が
ん
の
場
合
、
他
の
が
ん
と

少
し
違
う
の
が
①
、
②
、
③
の
す

べ
て
が
い
い
治
療
効
果
を
期
待
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
基
本
的

に
手
術
は
70
～
75
歳
以
上
の
方
に

は
し
ま
せ
ん
。
②
の
放
射
線
療
法

も
以
前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
位
治
療
効
果
が
あ
が
り
、
し
か

も
副
作
用
も
す
く
な
く
な
っ
て
い

ＱａｎｄＡコーナー

 健診結果は人間ドックの判定基準また、上天草市の特定健診はハイリスク群も考慮して精密検査が必要な方

へ紹介状というかたちでお渡ししています。精密検査で医療機関を受診され、薬の処方がないので異常なしと

は限りません。薬の処方がなくても食事療法、運動療法が必要な方もいらっしゃいます。どちらも大切な治療

です。また１年後または３～６カ月後定期的に検査が必要と判断される方もいらっしゃいます。

　精密検査で受診をお勧めするのは、要精密検査は薬を内服することによる治療だけでなく生活習慣病の進行・

悪化を防ぐ事が最も重要な目的ですのでぜひ受診してください。

　また、健診も自分自身の身体の状態を知ることができる重要な機会でもありますので受診をお勧めします。

Ｑ：健診を受けた後に精密検査の紹介状が届きました。前回の数値と
　　変わらないような気がしますが、受診しないといけないですか。

平成 25 年度上天草総合病院職員を募集（２次募集）

●募集職種　助産師１人、看護師４人程度、臨床検査技師１人

●応募資格　

○助産師・看護師　免許取得者または来春養成機関卒業見込みの方

○臨床検査技師・認定超音波検査士　免許取得者

●受付期限　11 月７日（水）必着

●応募手続　履歴書、免許証の写しまたは卒業見込書、

　　　　　　健康診断書（６カ月以内のもの）

●試験日時　11 月 17 日（土）10 時開始

●試験会場　上天草総合病院 2階会議室

●試験内容　小論文・面接

●申込み・問合せ先　上天草総合病院総務課　☎ 0969（62）1122

第２回市民健康講座のお知らせ

●開   催  日　10 月 27 日（土）

●時　　間　10 時～ 11 時 30 分

●場　　所　松島総合センター「アロマ」ホール

●講　　師　湖東がんサロン代表　堀田めぐみ氏

　　　　　　市保健課健康づくり推進室　中田智子保健師

●参  加  者　市民（無料ですのでどなたでもお気軽にどうぞ）

●主　　催　上天草がんサロン「アクアマリン」、上天草総合病院、

　　　　　　上天草市

●問合せ先　上天草総合病院　☎ 0969（62）1122

ま
す
。
こ
れ
ら
の
治
療
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
も
し
ま
す
。

　
高
齢
の
方
に
多
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
現
在
日
本
で
は
圧
倒
的

に
③
の
ホ
ル
モ
ン
療
法
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
前
立
腺
は
男
性
ホ

ル
モ
ン
の
働
き
で
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
前
立
腺
が
ん
も
同
様
で
す
。

治
療
の
考
え
方
と
し
て
は
前
立
腺

に
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
作
用
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

以
前
は
精
巣
（
睾
丸
）
を
取
る
手

術
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
そ
れ
と
同
じ
効
果
が
あ
る

注
射
と
内
服
薬
を
組
み
合
わ
せ
て

治
療
を
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

こ
れ
は
１
カ
月
か
ら
３
カ
月
に
１

回
の
通
院
に
な
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
に
も
書
き
ま
し
た
が
、

前
立
腺
が
ん
は
治
療
に
反
応
す
る

こ
と
が
多
く
、
初
め
に
転
移
が
あ

る
場
合
で
も
病
状
が
安
定
す
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ま

り
心
配
し
す
ぎ
ず
、
健
診
で
血
液

検
査
を
受
け
、
も
し
仮
に
が
ん
が

見
つ
か
っ
て
も
き
ち
ん
と
治
療
、

通
院
を
す
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

　
泌
尿
器
科
の
病
気
に
つ
い
て
悩

み
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

当
院
泌
尿
器
科
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

「私流の生き方」

～がんになっても私らしく生きる～

前立腺がんのおはなし

高校生１日看護体験

　８月３日に上天草総合病院で高校生の 1 日看護体験が行われま

した。今年は 10 人の高校生が看護体験に参加。各病棟に２～３

人ずつ分かれ、病棟見学から車椅子の操作、患者さまとのコミュ

ニケーション、活動の援助、衣服の援助などを行いました。また

４病棟では新生児の沐浴を見学し、抱っこを体験しました。

　昼食時には食について栄養士より話があり、食事の援助につい

て学び、午後からはリハビリや外来、併設の介護老人保健施設、

看護学校の見学説明を行いました。

　最後に先輩である当院の看護師からのアドバイス、看護体験の

感想を共有する座談会を開き、全員そろって記念写真をとり、看

護体験を終えました。

　今後、一人

でも多く看護

師 を 志 望 し、

上天草総合病

院に来られる

ことを心待ち

にしています。
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診 療 案 内

市 立 病 院
だ よ り

月 火 水 木 金
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和田

大村

和田

山城

大村

坂本

樋口

和田

山城

坂本

山城

城臺

新患 城臺 城臺

和田
（～10時）
志摩

（10 時～）

石田
応援

医師

循環器内科 脇田

外　　科

消化器科
福田 城野

福田

蓮尾
城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松 胤末 藤松
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産婦人科
姫野

黒田
黒田

姫野

黒田
姫野 姫野
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石田
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福田

歯科・口腔外科 福田

●受付は、８時 30 分～ 11 時 30 分までです。

●眼科の毎週水曜日の診療は休診となります。

●眼科は 10 月 19 日（金）、26 日（金）は休診

となります。また 10 月 25 日（木）は熊大か

らの代診となります。

●歯科口腔外科は月～金曜日の午後も診療を行

います。10 月より火・木の夕刻診療は休止

します。

●整形外科は 10 月 19 日（金）の診療は休診と

なります。

●代謝内科は毎週木曜日の午前中と 15 時～ 18
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☆問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）
　℻　0969（62）1546
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上天草市立上天草総合病院
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昨
年
９
月
か
ら
火
曜
日
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泌
尿
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外
来
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療
を
担
当
し
て
い
る

小
川
と
申
し
ま
す
。
私
は
姫
戸
町

に
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ま
れ
、
中
学
ま
で
姫
戸
に
住

ん
で
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ま
し
た
。
当
病
院
で
中
学

生
の
時
虫
垂
炎
の
手
術
を
受
け
ま

し
た
。
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、
大
学
と
熊
本
市
に

出
ま
し
た
が
、
今
回
こ
の
よ
う
な
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で
上
天
草
で
仕
事
が
で
き
る
こ

と
を
不
思
議
な
気
が
す
る
と
共
に

本
当
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
泌
尿
器
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も
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臓
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尿
管
、
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、
前
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、
男
性
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。
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●参  加  者　市民（無料ですのでどなたでもお気軽にどうぞ）

●主　　催　上天草がんサロン「アクアマリン」、上天草総合病院、

　　　　　　上天草市

●問合せ先　上天草総合病院　☎ 0969（62）1122
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「私流の生き方」

～がんになっても私らしく生きる～

前立腺がんのおはなし

高校生１日看護体験

　８月３日に上天草総合病院で高校生の 1 日看護体験が行われま

した。今年は 10 人の高校生が看護体験に参加。各病棟に２～３

人ずつ分かれ、病棟見学から車椅子の操作、患者さまとのコミュ

ニケーション、活動の援助、衣服の援助などを行いました。また

４病棟では新生児の沐浴を見学し、抱っこを体験しました。

　昼食時には食について栄養士より話があり、食事の援助につい

て学び、午後からはリハビリや外来、併設の介護老人保健施設、

看護学校の見学説明を行いました。

　最後に先輩である当院の看護師からのアドバイス、看護体験の

感想を共有する座談会を開き、全員そろって記念写真をとり、看

護体験を終えました。

　今後、一人

でも多く看護

師 を 志 望 し、

上天草総合病

院に来られる

ことを心待ち

にしています。
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生涯学習に関する
問 合 せ 先

●社会教育課
　☎0969（28）3361
●中央公民館
　☎0969（56）1111

■図書館おはなし会（30 分～１時間）
【森記念】 10 月 27 日（土）14 時から（森記念図書館）

  11 月 10 日（土）14 時から（森記念図書館）

【中　央】 11 月 10 日（土）14 時から（アロマ視聴覚室）

【姫　戸】 10 月 27 日（土）10 時から（姫戸老人福祉センター）

11 月 10 日（土）10 時から（姫戸図書館）

【龍ヶ岳】 10 月 20 日（土）14 時から（龍ヶ岳図書館）

【対　象】　幼児～小学校低学年

　みんながウキウキするような、楽しいおはなしをたく

さん用意して待ってます！おはなし会の最後には、みん

なで楽しく工作の時間。お友だちを誘って来てね！

■あかちゃんおはなし会（約 20 分）
【中　央】11 月７日（水）10 時 30 分から（アロマ視聴覚室）

【対　象】０歳～未就園児とその保護者

■大人の朗読会（２時間程度）
【森記念】11 月３日（土）10 時から

　　　　（大矢野自然休養村管理センター１Ｆ小会議室）

【対　象】大人ならどなたでも

※日程・場所変更の場合があるので、各館まで確認をお

願いします。

図書の寄贈について

　９人の方にご寄贈いただきました。

　また、樋島公民館長から郷土資料「本田二郎先生を

偲ぶ」をいただきました。ありがとうございました。

今年も読書マラソンを開催します！

移動図書館巡回日

○ 10 月…17 日（水）【姫　戸】、24 日（水）【龍ヶ岳】

○ 11 月…　７日（水）【大矢野】、14 日（水）【松　島】

※詳しい場所・時間については、社会教育課までお問

い合わせください。

　第４回上天草市親善ミニバレーボール交流大会を下記のとおり開催します。

　本大会はニュースポーツの普及を目的として設置された上天草市スポーツ推進委員協議会

が主催となり開催する大会です。ミニバレー愛好者なら、どなたでも出場可能で、スポーツ

を通して交流を深めてもらう事を目的としています。

　大会要項および参加申込書については、下記の申込先に準備しております。

　皆さまのご参加をお待ちしております。

●日　　時　11 月 23 日（祝）　

　受　　付　８時 30 分～

　開 会 式　９時 15 分～

　試合開始　９時 30 分～

●場　　所　松島総合センター「アロマ」

●参  加  費　１チーム　2000 円

●参加資格　ミニバレー愛好者ならどなたで

も参加可能

●申   込  先　上天草市役所大矢野窓口センター、社会教育課、姫戸・龍ヶ岳統括支所

　　　　　　大矢野総合体育館、松島総合センター「アロマ」

●問合せ先　上天草市スポーツ推進委員協議会事務局（社会教育課内）☎ 0969（28）3361

第４回上天草市親善

ミニバレーボール交流大会を開催

熊本県伝統工芸館巡回展を開催します
　熊本県伝統工芸館開館 30 周年を記念し、所蔵する工芸品

の巡回展を松島総合センター「アロマ」で開催いたします。

 国指定伝統工芸品である肥後象がん、陶芸品、木工、竹工、

おばけの金太やきじ馬などの工芸玩具など熊本で育まれた

工芸品を展示紹介いたします。巡回展の期間中は、伝統工

芸館の職員が在駐し、ご来場の皆さまに工芸品の説明を行

います。また、職人による実演コーナーもあります。

　ぜひ、この機会に熊本県の伝統的工芸品に親しんでいた

だきたいと思います。

【期　　日】　11 月 13 日 ( 火 ) ～ 18 日 ( 日 )

【場         所】　松島総合センター「アロマ」２階視聴覚室

【入  場  料】　無料

【問合せ先】　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

 子どもたちに大好評の「読書マラソン」を、今年も開催

することになりました。たくさん本を読んで、スタンプ

集めを楽しんでください。

○期間　11 月１日（木）～１月上旬※予定

古本市のお知らせ

　今年も文化祭の開催に併せて、「古本市」を行います。

　もしかしたら“大切な一冊”に出会えるかも知れません。

ぜひ、足を運んでみてください。

　詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

「本の帯」展示中です！

　本の帯作りへの参加ありがとうございました。子ども

たちのすてきな「本の帯」作品が集まりました。帯作り

の期間は終わりましたが、館内での展示は行っています

ので、ぜひご覧になってください。

【姫戸】

『英語のおはなし会』への参加ありがとうございました

　龍ヶ岳図書館では、８月 28 日に、Ｅ－Ｆｒｉｅｎｄｓ

のティム先生による英語のおはなし会を開催しました。

　英語で「ももたろう」などの絵本の読み聞かせや、手

遊びなどで体を動かし、子どもたちの笑顔でいっぱいの

楽しい時間となりました。

第 51回熊本県童話
発表大会を開催します
　 熊 本 県 下 11 ブ

ロックの地方大会

から推薦された、

児童 23 人によるす

ばらしい語りと、

熊本聾学校の児童

による手話の語り

が発表されます。

　上天草市からは

嶽本光晟 ( 今津小

５年 ) 君が出場し

ます。

【期日】　10 月 20 日（土）

【場所】　アスパル富合ホール　☎

【時間】　10 時～ 15 時 30 分

【問合せ先】
　熊本県立図書館子ども図書室

　☎ 096（384）5000

※広報８月号にて第 51 回熊本県童話発

表大会の開催日を 10 月６日（土）と

掲載していましたが、誤りでしたので

訂正してお詫びいたします。

【全館共通】
●休館日 10 月 15 日、22 日、29 日、31 日

　　　　 11 月　5 日、12 日、19 日、26 日、30 日

※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で

　お休みです。

※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）とな

ります。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】

◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

10 月のテーマ　「ファンタジー」
11月のテーマ　「働く」

報情

図書館だより

17　  kamiamakusa 16　  kamiamakusa



生
涯
学
習

心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

生涯学習に関する
問 合 せ 先

●社会教育課
　☎0969（28）3361
●中央公民館
　☎0969（56）1111

■図書館おはなし会（30 分～１時間）
【森記念】 10 月 27 日（土）14 時から（森記念図書館）

  11 月 10 日（土）14 時から（森記念図書館）

【中　央】 11 月 10 日（土）14 時から（アロマ視聴覚室）

【姫　戸】 10 月 27 日（土）10 時から（姫戸老人福祉センター）

11 月 10 日（土）10 時から（姫戸図書館）

【龍ヶ岳】 10 月 20 日（土）14 時から（龍ヶ岳図書館）

【対　象】　幼児～小学校低学年

　みんながウキウキするような、楽しいおはなしをたく

さん用意して待ってます！おはなし会の最後には、みん

なで楽しく工作の時間。お友だちを誘って来てね！

■あかちゃんおはなし会（約 20 分）
【中　央】11 月７日（水）10 時 30 分から（アロマ視聴覚室）

【対　象】０歳～未就園児とその保護者

■大人の朗読会（２時間程度）
【森記念】11 月３日（土）10 時から

　　　　（大矢野自然休養村管理センター１Ｆ小会議室）

【対　象】大人ならどなたでも

※日程・場所変更の場合があるので、各館まで確認をお

願いします。

図書の寄贈について

　９人の方にご寄贈いただきました。

　また、樋島公民館長から郷土資料「本田二郎先生を

偲ぶ」をいただきました。ありがとうございました。

今年も読書マラソンを開催します！

移動図書館巡回日

○ 10 月…17 日（水）【姫　戸】、24 日（水）【龍ヶ岳】

○ 11 月…　７日（水）【大矢野】、14 日（水）【松　島】

※詳しい場所・時間については、社会教育課までお問

い合わせください。

　第４回上天草市親善ミニバレーボール交流大会を下記のとおり開催します。

　本大会はニュースポーツの普及を目的として設置された上天草市スポーツ推進委員協議会

が主催となり開催する大会です。ミニバレー愛好者なら、どなたでも出場可能で、スポーツ

を通して交流を深めてもらう事を目的としています。

　大会要項および参加申込書については、下記の申込先に準備しております。

　皆さまのご参加をお待ちしております。

●日　　時　11 月 23 日（祝）　

　受　　付　８時 30 分～

　開 会 式　９時 15 分～

　試合開始　９時 30 分～

●場　　所　松島総合センター「アロマ」

●参  加  費　１チーム　2000 円

●参加資格　ミニバレー愛好者ならどなたで

も参加可能

●申   込  先　上天草市役所大矢野窓口センター、社会教育課、姫戸・龍ヶ岳統括支所

　　　　　　大矢野総合体育館、松島総合センター「アロマ」

●問合せ先　上天草市スポーツ推進委員協議会事務局（社会教育課内）☎ 0969（28）3361

第４回上天草市親善

ミニバレーボール交流大会を開催

熊本県伝統工芸館巡回展を開催します
　熊本県伝統工芸館開館 30 周年を記念し、所蔵する工芸品

の巡回展を松島総合センター「アロマ」で開催いたします。

 国指定伝統工芸品である肥後象がん、陶芸品、木工、竹工、

おばけの金太やきじ馬などの工芸玩具など熊本で育まれた

工芸品を展示紹介いたします。巡回展の期間中は、伝統工

芸館の職員が在駐し、ご来場の皆さまに工芸品の説明を行

います。また、職人による実演コーナーもあります。

　ぜひ、この機会に熊本県の伝統的工芸品に親しんでいた

だきたいと思います。

【期　　日】　11 月 13 日 ( 火 ) ～ 18 日 ( 日 )

【場         所】　松島総合センター「アロマ」２階視聴覚室

【入  場  料】　無料

【問合せ先】　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

 子どもたちに大好評の「読書マラソン」を、今年も開催

することになりました。たくさん本を読んで、スタンプ

集めを楽しんでください。

○期間　11 月１日（木）～１月上旬※予定

古本市のお知らせ

　今年も文化祭の開催に併せて、「古本市」を行います。

　もしかしたら“大切な一冊”に出会えるかも知れません。

ぜひ、足を運んでみてください。

　詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

「本の帯」展示中です！

　本の帯作りへの参加ありがとうございました。子ども

たちのすてきな「本の帯」作品が集まりました。帯作り

の期間は終わりましたが、館内での展示は行っています

ので、ぜひご覧になってください。

【姫戸】

『英語のおはなし会』への参加ありがとうございました

　龍ヶ岳図書館では、８月 28 日に、Ｅ－Ｆｒｉｅｎｄｓ

のティム先生による英語のおはなし会を開催しました。

　英語で「ももたろう」などの絵本の読み聞かせや、手

遊びなどで体を動かし、子どもたちの笑顔でいっぱいの

楽しい時間となりました。

第 51回熊本県童話
発表大会を開催します
　 熊 本 県 下 11 ブ

ロックの地方大会

から推薦された、

児童 23 人によるす

ばらしい語りと、

熊本聾学校の児童

による手話の語り

が発表されます。

　上天草市からは

嶽本光晟 ( 今津小

５年 ) 君が出場し

ます。

【期日】　10 月 20 日（土）

【場所】　アスパル富合ホール　☎

【時間】　10 時～ 15 時 30 分

【問合せ先】
　熊本県立図書館子ども図書室

　☎ 096（384）5000

※広報８月号にて第 51 回熊本県童話発

表大会の開催日を 10 月６日（土）と

掲載していましたが、誤りでしたので

訂正してお詫びいたします。

【全館共通】
●休館日 10 月 15 日、22 日、29 日、31 日

　　　　 11 月　5 日、12 日、19 日、26 日、30 日

※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で

　お休みです。

※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）とな

ります。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】

◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

10 月のテーマ　「ファンタジー」
11月のテーマ　「働く」

報情

図書館だより

17　  kamiamakusa 16　  kamiamakusa



                       

　「
有
用
微
生
物
群
」（
Ｅ
Ｍ
）
を

皆
さ
ん
は
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。

有
用
微
生
物
群
と
は
、
環
境
を
浄

化
す
る
微
生
物
の
こ
と
で
、
市
で

は
こ
れ
ま
で
に
市
内
の
23
地
区
を

水
質
改
善
モ
デ
ル
地
区
に
選
定

し
、
こ
の
有
用
微
生
物
群
を
活
用

し
た
生
活
環
境
浄
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
、
こ
の
モ
デ
ル
地
区
に

お
い
て
は
、
多
く
の
成
果
が
あ

が
っ
て
お
り
、
環
境
美
化
に
対
す

る
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
が
立

証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
議
会
に
て
、
園
田
一
博
議

員
か
ら
、
大
矢
野
川
流
域
16
地
区

に
つ
い
て
、
有
用
微
生
物
群
を

使
っ
た
大
矢
野
川
の
浄
化
、
再
生

の
取
組
み
の
実
施
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
以
前
か
ら
、
大
矢
野
川
は
生
活

排
水
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
溜

ま
っ
た
ヘ
ド
ロ
の
悪
臭
や
害
虫
の

発
生
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
大
矢
野
川
流

域
16
地
区
１
２
８
９
世
帯
に
御
協

力
を
お
願
い
し
、
有
用
微
生
物
群

を
使
っ
た
「
大
矢
野
川
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

と
し
、
さ
っ
そ
く
10
月
か
ら
地
域

説
明
会
を
開
催
し
て
、
平
成
25
年

度
か
ら
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　
子
ど
も
の
頃
に
よ
く
見
た
メ
ダ

カ
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
フ
ナ
な

ど
の
小
魚
が
泳
ぎ
、
水
草
や
花
菖

蒲
な
ど
の
水
生
植
物
が
咲
き
誇
る

大
矢
野
川
の
復
活
。
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ゆ
く
ゆ
く
は
、
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す

る
幻
想
的
な
世
界
が
実
現
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ふ
る
さ
と
は
子
々
孫
々
の
世
代

ま
で
末
永
く
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
矢

野
川
流
域
の
皆
さ
ま
に
は
「
大
矢

野
川
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
事
業
と
並
行
し
て
、

市
で
は
次
世
代
エ
コ
生
活
推
進
検

討
会
議
を
設
置
し
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
環
境
に
配

慮
し
た
新
し
い
生
活
様
式
の
検
討

な
ど
環
境
分
野
す
べ
て
に
渡
っ

て
、
専
門
家
を
交
え
た
議
論
を
行

う
予
定
で
す
。
こ
の
点
は
ま
た
改

め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

vol.65

大
矢
野
川
に
ホ
タ
ル
を
！

～
大
矢
野
川
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
へ
～

　
松
島
商
業
の
恒
例
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た「
松
商
バ
ザ
ー
ル
」

を
今
年
、
上
天
草
高
校
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
の
バ
ザ
ー
ル
も
松
商
時
代

同
様
に
生
徒
自
ら
で
企
画
実
行
を

行
い
、
仕
入
れ
か
ら
販
売
ま
で
行

い
ま
す
。
ま
た
、
実
務
に
則
し
て

バ
ザ
ー
ル
の
収
益
は
き
ち
ん
と
集

計
さ
れ
、
損
益
計
算
等
の
決
算
処

理
を
と
お
し
て
、
経
済
や
商
取
引

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
す
。

　
バ
ザ
ー
ル
の
中
心
を
担
う
３
年

の
中
田
明
日
香
さ
ん
（
情
報
会
計

課
）
に
話
を
聞
く
と
「
去
年
は
松

商
の
先
輩
方
の
お
手
伝
い
と
い
う

気
持
ち
で
し
た
が
、
今
年
は
１
・

２
年
生
に
指
示
を
出
し
た
り
運
営

も
し
な
け
れ
ば
」
と
少
し
不
安
げ

な
表
情
を
浮
か
べ
ま
す
。そ
し
て
、

こ
の
日
は
バ
ザ
ー
ル
の
特
別
企
画

の
一
つ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る

「
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
対
決
」
に
つ
い

て
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
る
真

っ
最
中
。

　「
わ
か
ら
な
い
部
分
も
多
い
け

ど
、
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
、

受
け
持
っ
た
仕
事
を
や
り
遂
げ
ま

す
。」
と
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　
昨
年
、
松
商
か
ら
渡
さ
れ
た
伝

統
の
バ
ト
ン
と
心
は
、
上
天
草
高

校
の
生
徒
た
ち
が
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
た
様
子
。
今
年
も
き
っ
と

素
敵
な
笑
顔
で
訪
れ
た
人
を
迎
え

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲企画会議での意見発表の様子

　
　
　
　
高
校
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
「上
天
草
バ
ザ
ー
ル
」
開
催
し
ま
す
！

上天草高校生!
がんばる

　
平
成
24
年
度
上
天
草
市
熊
日
金

婚
夫
婦
表
彰
式
が
９
月
２
日
、
松

島
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
マ
」
で

行
わ
れ
、
50
年
の
歳
月
を
と
も

に
支
え
合
い
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

１
１
１
組
の
ご
夫
婦
を
た
た
え
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
川
端
市
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て

壇
上
に
上
が
っ
た
４
組
の
ご
夫
婦

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
蓮
池
創
太
郎
君
（
本
渡

中
・
２
年
）
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
　
第
８
番
第

１
楽
章
」
な
ど
を
ピ
ア
ノ
で
演
奏

し
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
天
草
市
の
金
婚
ご
夫

婦
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

▽
大
矢
野
町
（
55
組
）

足
達
　
繼
雄
　
・
博
子

荒
川
　
義
隆
　
・
ケ
サ
エ

荒
木
　
精
　
　
・
二
千
子

荒
木
　
幸
範
　
・
ヒ
ロ
子

池
田
　
浩
雅
　
・
洋
子

上
田
　
勝
　
　
・
紀
美
子

岡
原
　
正
義
　
・
法
子

片
山
　
幸
義
　
・
ミ
チ
ヨ

金
子
　
榮
一
郎
・
キ
ミ
エ

兜
崎
　
梅
雄
　
・
ア
サ
子

川
口
　
静
雄
　
・
洋
子

木
村
　
司
　
　
・
春
子

木
村
　
勝
　
　
・
朱
美

切
通
　
唯
市
　
・
竹
子

小
幡
　
繁
　
　
・
夫
佐
子

小
林
　
實
　
　
・
タ
キ
子

佐
伯
　
良
信
　
・
壽
々
代

鈴
木
　
忠
雄
　
・
幸
子

住
本
　
昭
彦
　
・
庄
子

住
本
　
保
祐
　
・
雪
江

園
田
　
藏
　
　
・
令
子

竹
下
　
光
男
　
・
イ
ツ
子

田
中
　
至
　
　
・
ツ
ギ
子

谷
口
　
昭
一
　
・
孝
子

靏
田
　
紋
太
郎
・
ツ
モ
ル

中
島
　
国
雄
　
・
ヤ
ヨ
イ

成
田
　
輝
雄
　
・
比
呂
子

成
田
　
博
　
　
・
喜
代
子

西
村
　
五
喜
　
・
信
子

野
川
　
秋
男
　
・
フ
ジ
エ

濵
﨑
　
曻
　
　
・
カ
ツ
エ

濱
田
　
繁
男
　
・
弘
枝

原
田
　
三
嶽
　
・
京
子

開
　
　
光
國
　
・
英
子

福
田
　
貞
光
　
・
ア
ヤ
子

本
田
　
幸
助
　
・
喜
代
子

益
田
　
四
郎
　
・
町
子

益
田
　
直
継
　
・
壽
美

松
尾
　
一
貫
　
・
康
子

松
尾
　
重
次
郎
・
キ
ヌ
エ

松
尾
　
武
好
　
・
フ
ミ
子

松
本
　
常
義
　
・
孝
子

松
本
　
二
三
男
・
セ
ツ
子

丸
山
　
鐵
雄
　
・
美
代
子

水
野
　
秀
亀
　
・
サ
ザ
エ

宮
本
　
定
雄
　
・
ユ
キ
コ

森
　
　
利
昭
　
・
照
美

森
　
　
政
志
　
・
サ
ヱ
子

山
口
　
司
郎
　
・
ヤ
エ

山
口
　
勝
　
　
・
サ
エ
子

山
中
　
忠
　
　
・
順
子

山
本
　
隆
志
　
・
テ
ル
ヨ

渡
邉
　
秀
吉
　
・
キ
サ
子

渡
邉
　
利
吉
　
・
ヒ
デ
子

▽
松
島
町
（
26
組
）

石
山
　
光
司
　
・
千
代
惠

浦
山
　
忠
生
　
・
世
知
江

江
口
　
武
正
　
・
ス
ギ
エ

大
西
　
久
　
　
・
ミ
ツ
子

岡
村
　
健
作
　
・
數
子

坂
田
　
幸
重
　
・
テ
ル
ミ

城
山
　
熊
男
　
・
芳
子

鈴

　
峯
勝
　
・
英
子

田
﨑
　
公
則
　
・
沙
美
子

近
野
　
義
一
　
・
マ
チ
子

富
﨑
　
廣
幸
　
・
弘
子

中
原
　
利
雄
　
・
綾
子

中
山
　
資
　
　
・
玉
代

西
村
　
榮
喜
　
・
ム
ツ
コ

西
村
　
正
市
　
・
ト
モ
子

福
田
　
意
志
男
・
チ
ト
セ

古
田
　
己
德
　
・
榮
子

本
多
　
東
彦
　
・
昭
子

益
田
　
哲
雄
　
・
マ
ス
子

松
本
　
暢
至
　
・
照
美

光
田
　
勤
也
　
・
勝
代

宮
田
　
生
次
　
・
鐵
子

森
山
　
夘
吉
　
・
豊
子

山
本
　
松
男
　
・
ア
サ
子

吉
永
　
映
一
　
・
美
津
代

吉
本
　
政
盛
　
・
晴
子

▽
姫
戸
町
（
14
組
）

岩
崎
　
昭
夫
　
・
京
子

川
本
　
幸
男
　
・
久
惠

坂
田
　
菊
雄
　
・
ス
ソ
エ

笹
内
　
信
也
　
・
糸
江

清
水
　
友
明
　
・
正
惠

田
中
　
憲
一
　
・
カ
ツ
子

出
口
　
繁
雄
　
・
ユ
キ
ノ

梨
子
本
定
幸
　
・
文
子

平
田
　
正
　
　
・
ミ
ツ
エ

本
田
　
正
俊
　
・
ツ
ク
モ

前
田
　
進
　
　
・
キ
ヨ
ノ

松
本
　
忠
明
　
・
敦
子

村
川
　
澄
　
　
・
ヒ
サ
子

脇
本
　
哲
雄
　
・
英
子

▽
龍
ヶ
岳
町
（
17
組
）

荒
瀬
　
三
郎
　
・
輝
子

磯
部
　
肇
　
　
・
惠

岩
内
　
義
徳
　
・
ス
ミ
子

岡
﨑
　
積
　
　
・
マ
サ
エ

桑
原
　
義
明
　
・
貴
子

小
松
田
勝
　
　
・
レ
イ
コ

佐
々
木
紀
元
　
・
好
惠

里
田
　
良
市
　
・
ひ
ろ
み

白
濱
　
喜
利
　
・
ハ
ツ
子

瀧
本
　
聰
　
　
・
ス
ミ
カ

田
中
　
静
夫
　
・
澤
子

中
﨑
　
清
秀
　
・
福
枝

濱
崎
　
辰
幸
　
・
房
子

平
本
　
信
重
　
・
マ
サ
エ

堀
川
　
嘉
久
馬
・
峰
子

丸
山
　
敏
行
　
・
ト
ヨ
カ

山
内
　
治
　
　
・
美
江
子

上
天
草
市
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰

日
時

　

 

11
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
所

　

 

松
島
総
合
セ
ン
タ
ー「
ア
ロ
マ
」
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Ｅ
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。
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環
境
を
浄
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る
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生
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の
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。
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。
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を
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明
会
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、
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成
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度
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業
を
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予
定
で
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。
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も
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に
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ま
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の
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が
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、
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な
ど
の
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が
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き
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る
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野
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の
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。
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い

こ
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で
は
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と
思
い
ま
す
。

ゆ
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が
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幻
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な
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ん
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る
さ
と
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の
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代

ま
で
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く
守
っ
て
い
か
な
け
れ
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け
な
い
と
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ま
す
。
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野
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流
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の
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さ
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に
は
「
大
矢

野
川
再
生
プ
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ト
」
に
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
事
業
と
並
行
し
て
、

市
で
は
次
世
代
エ
コ
生
活
推
進
検

討
会
議
を
設
置
し
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
環
境
に
配

慮
し
た
新
し
い
生
活
様
式
の
検
討

な
ど
環
境
分
野
す
べ
て
に
渡
っ

て
、
専
門
家
を
交
え
た
議
論
を
行

う
予
定
で
す
。
こ
の
点
は
ま
た
改

め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

vol.65

大
矢
野
川
に
ホ
タ
ル
を
！

～
大
矢
野
川
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
へ
～

　
松
島
商
業
の
恒
例
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た「
松
商
バ
ザ
ー
ル
」

を
今
年
、
上
天
草
高
校
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
の
バ
ザ
ー
ル
も
松
商
時
代

同
様
に
生
徒
自
ら
で
企
画
実
行
を

行
い
、
仕
入
れ
か
ら
販
売
ま
で
行

い
ま
す
。
ま
た
、
実
務
に
則
し
て

バ
ザ
ー
ル
の
収
益
は
き
ち
ん
と
集

計
さ
れ
、
損
益
計
算
等
の
決
算
処

理
を
と
お
し
て
、
経
済
や
商
取
引

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
す
。

　
バ
ザ
ー
ル
の
中
心
を
担
う
３
年

の
中
田
明
日
香
さ
ん
（
情
報
会
計

課
）
に
話
を
聞
く
と
「
去
年
は
松

商
の
先
輩
方
の
お
手
伝
い
と
い
う

気
持
ち
で
し
た
が
、
今
年
は
１
・

２
年
生
に
指
示
を
出
し
た
り
運
営

も
し
な
け
れ
ば
」
と
少
し
不
安
げ

な
表
情
を
浮
か
べ
ま
す
。そ
し
て
、

こ
の
日
は
バ
ザ
ー
ル
の
特
別
企
画

の
一
つ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る

「
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
対
決
」
に
つ
い

て
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
る
真

っ
最
中
。

　「
わ
か
ら
な
い
部
分
も
多
い
け

ど
、
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
、

受
け
持
っ
た
仕
事
を
や
り
遂
げ
ま

す
。」
と
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　
昨
年
、
松
商
か
ら
渡
さ
れ
た
伝

統
の
バ
ト
ン
と
心
は
、
上
天
草
高

校
の
生
徒
た
ち
が
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
た
様
子
。
今
年
も
き
っ
と

素
敵
な
笑
顔
で
訪
れ
た
人
を
迎
え

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲企画会議での意見発表の様子

　
　
　
　
高
校
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
「上
天
草
バ
ザ
ー
ル
」
開
催
し
ま
す
！

上天草高校生!
がんばる

　
平
成
24
年
度
上
天
草
市
熊
日
金

婚
夫
婦
表
彰
式
が
９
月
２
日
、
松

島
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
マ
」
で

行
わ
れ
、
50
年
の
歳
月
を
と
も

に
支
え
合
い
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

１
１
１
組
の
ご
夫
婦
を
た
た
え
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
川
端
市
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て

壇
上
に
上
が
っ
た
４
組
の
ご
夫
婦

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
蓮
池
創
太
郎
君
（
本
渡

中
・
２
年
）
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
　
第
８
番
第

１
楽
章
」
な
ど
を
ピ
ア
ノ
で
演
奏

し
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
天
草
市
の
金
婚
ご
夫

婦
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

▽
大
矢
野
町
（
55
組
）

足
達
　
繼
雄
　
・
博
子

荒
川
　
義
隆
　
・
ケ
サ
エ

荒
木
　
精
　
　
・
二
千
子

荒
木
　
幸
範
　
・
ヒ
ロ
子

池
田
　
浩
雅
　
・
洋
子

上
田
　
勝
　
　
・
紀
美
子

岡
原
　
正
義
　
・
法
子

片
山
　
幸
義
　
・
ミ
チ
ヨ

金
子
　
榮
一
郎
・
キ
ミ
エ

兜
崎
　
梅
雄
　
・
ア
サ
子

川
口
　
静
雄
　
・
洋
子

木
村
　
司
　
　
・
春
子

木
村
　
勝
　
　
・
朱
美

切
通
　
唯
市
　
・
竹
子

小
幡
　
繁
　
　
・
夫
佐
子

小
林
　
實
　
　
・
タ
キ
子

佐
伯
　
良
信
　
・
壽
々
代

鈴
木
　
忠
雄
　
・
幸
子

住
本
　
昭
彦
　
・
庄
子

住
本
　
保
祐
　
・
雪
江

園
田
　
藏
　
　
・
令
子

竹
下
　
光
男
　
・
イ
ツ
子

田
中
　
至
　
　
・
ツ
ギ
子

谷
口
　
昭
一
　
・
孝
子

靏
田
　
紋
太
郎
・
ツ
モ
ル

中
島
　
国
雄
　
・
ヤ
ヨ
イ

成
田
　
輝
雄
　
・
比
呂
子

成
田
　
博
　
　
・
喜
代
子

西
村
　
五
喜
　
・
信
子

野
川
　
秋
男
　
・
フ
ジ
エ

濵
﨑
　
曻
　
　
・
カ
ツ
エ

濱
田
　
繁
男
　
・
弘
枝

原
田
　
三
嶽
　
・
京
子

開
　
　
光
國
　
・
英
子

福
田
　
貞
光
　
・
ア
ヤ
子

本
田
　
幸
助
　
・
喜
代
子

益
田
　
四
郎
　
・
町
子

益
田
　
直
継
　
・
壽
美

松
尾
　
一
貫
　
・
康
子

松
尾
　
重
次
郎
・
キ
ヌ
エ

松
尾
　
武
好
　
・
フ
ミ
子

松
本
　
常
義
　
・
孝
子

松
本
　
二
三
男
・
セ
ツ
子

丸
山
　
鐵
雄
　
・
美
代
子

水
野
　
秀
亀
　
・
サ
ザ
エ

宮
本
　
定
雄
　
・
ユ
キ
コ

森
　
　
利
昭
　
・
照
美

森
　
　
政
志
　
・
サ
ヱ
子

山
口
　
司
郎
　
・
ヤ
エ

山
口
　
勝
　
　
・
サ
エ
子

山
中
　
忠
　
　
・
順
子

山
本
　
隆
志
　
・
テ
ル
ヨ

渡
邉
　
秀
吉
　
・
キ
サ
子

渡
邉
　
利
吉
　
・
ヒ
デ
子

▽
松
島
町
（
26
組
）

石
山
　
光
司
　
・
千
代
惠

浦
山
　
忠
生
　
・
世
知
江

江
口
　
武
正
　
・
ス
ギ
エ

大
西
　
久
　
　
・
ミ
ツ
子

岡
村
　
健
作
　
・
數
子

坂
田
　
幸
重
　
・
テ
ル
ミ

城
山
　
熊
男
　
・
芳
子

鈴

　
峯
勝
　
・
英
子

田
﨑
　
公
則
　
・
沙
美
子

近
野
　
義
一
　
・
マ
チ
子

富
﨑
　
廣
幸
　
・
弘
子

中
原
　
利
雄
　
・
綾
子

中
山
　
資
　
　
・
玉
代

西
村
　
榮
喜
　
・
ム
ツ
コ

西
村
　
正
市
　
・
ト
モ
子

福
田
　
意
志
男
・
チ
ト
セ

古
田
　
己
德
　
・
榮
子

本
多
　
東
彦
　
・
昭
子

益
田
　
哲
雄
　
・
マ
ス
子

松
本
　
暢
至
　
・
照
美

光
田
　
勤
也
　
・
勝
代

宮
田
　
生
次
　
・
鐵
子

森
山
　
夘
吉
　
・
豊
子

山
本
　
松
男
　
・
ア
サ
子

吉
永
　
映
一
　
・
美
津
代

吉
本
　
政
盛
　
・
晴
子

▽
姫
戸
町
（
14
組
）

岩
崎
　
昭
夫
　
・
京
子

川
本
　
幸
男
　
・
久
惠

坂
田
　
菊
雄
　
・
ス
ソ
エ

笹
内
　
信
也
　
・
糸
江

清
水
　
友
明
　
・
正
惠

田
中
　
憲
一
　
・
カ
ツ
子

出
口
　
繁
雄
　
・
ユ
キ
ノ

梨
子
本
定
幸
　
・
文
子

平
田
　
正
　
　
・
ミ
ツ
エ

本
田
　
正
俊
　
・
ツ
ク
モ

前
田
　
進
　
　
・
キ
ヨ
ノ

松
本
　
忠
明
　
・
敦
子

村
川
　
澄
　
　
・
ヒ
サ
子

脇
本
　
哲
雄
　
・
英
子

▽
龍
ヶ
岳
町
（
17
組
）

荒
瀬
　
三
郎
　
・
輝
子

磯
部
　
肇
　
　
・
惠

岩
内
　
義
徳
　
・
ス
ミ
子

岡
﨑
　
積
　
　
・
マ
サ
エ

桑
原
　
義
明
　
・
貴
子

小
松
田
勝
　
　
・
レ
イ
コ

佐
々
木
紀
元
　
・
好
惠

里
田
　
良
市
　
・
ひ
ろ
み

白
濱
　
喜
利
　
・
ハ
ツ
子

瀧
本
　
聰
　
　
・
ス
ミ
カ

田
中
　
静
夫
　
・
澤
子

中
﨑
　
清
秀
　
・
福
枝

濱
崎
　
辰
幸
　
・
房
子

平
本
　
信
重
　
・
マ
サ
エ

堀
川
　
嘉
久
馬
・
峰
子

丸
山
　
敏
行
　
・
ト
ヨ
カ

山
内
　
治
　
　
・
美
江
子

上
天
草
市
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰

日
時

　

 

11
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
所

　

 

松
島
総
合
セ
ン
タ
ー「
ア
ロ
マ
」
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問合せ先

＜松島庁舎＞
〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
【代表】☎ 0969（56）1111
○都市整備課○市民窓口課
○建設課
　☎ 0969（28）3350
○福祉課（子育て支援室）
　☎ 0969（28）3351
○保健課
　☎ 0969（28）3354
・健康づくり推進室
　☎ 0969（28）3356
○高齢者ふれあい課（地域
包括支援センター）
　☎ 0969（28）3360
□教育委員会
○学務課
　☎ 0969（28）3364
　☎ 0969（28）3365
○社会教育課
　☎ 0969（28）3361　
＜姫戸統括支所・水道局＞
〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
　☎ 0969（58）2111
＜龍ヶ岳統括支所・情報推進室＞
〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
　☎ 0969（62）1111

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

問合せ先
大矢野庁舎
〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
【代表】☎ 0964（56）1111
○市長公室○総務課（危
機管理防災室・選挙管理
委員会）○財政課○監理
課○企業誘致課○大矢野
窓口センター○会計課○
議会事務局○農業委員会
事務局○監査委員事務局
○企画政策課
　☎ 0964（26）5511
○農林水産課
　☎ 0964（26）5515
　☎ 0964（26）5516
○商工観光課
　☎ 0964（26）5512
○税務課
　☎ 0964（26）5519
　☎ 0964（26）5520
　☎ 0964（26）5523
○環境衛生課
　☎ 0964（26）5524
○上天草市消費生活センター
　☎ 0964（56）0783
○上天草市ふるさとハローワーク
　☎ 0964（57）4510
○ブランド推進室（上天草市農林
水産物加工品開発研究センター）
〒 869-3603
上天草市大矢野町中 11582-24
　☎ 0964（56）6100

税
の
ひ
ろ
ば

☎
総
務
課

行
政
相
談

▼
市
県
民
税
　
　
　
　
　
第
３
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
５
期

▼
納
期
限
　
　
　
10
月
31
日（
水
）

▼
口
座
振
替
日
　
10
月
25
日（
木
）

▼
問
合
せ
先
　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
税
務
課

10
月
の
納
税

相
談
・
申
請

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

家
族
介
護
慰
労
金
を
支

給
し
ま
す

　
家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
平
成
24
年
４
月
１
日

現
在
で
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
４
ま
た
は
５
の
方
で
、
平
成

23
年
度
（
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
）
に
お
い
て
半
年
（
１
８
０

日
）
以
上
要
介
護
４
ま
た
は
５

の
認
定
期
間
が
あ
り
在
宅
生
活

を
し
て
い
た
方

※
入
院
・
入
所
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
期
間
は
除
き
ま
す
。

▼
申
請
締
切
　
11
月
30
日
（
金
）

▼
給
付
額
　
該
当
者
１
人
に
つ
き

５
万
円

▼
問
合
せ
先
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
開
設
日
　
11
月
１
日
（
木
）

▽
松
島
　
13
時
～
16
時
・
社
会
福

祉
協
議
会
松
島
本
所

経
営
相
談
室
（
生
衛
業
）

を
開
催
し
ま
す

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の

ご
案
内

労
使
紛
争
の
解
決
を
お
手

伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」

に
つ
い
て

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃

金
カ
ッ
ト
や
解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
な

☎
保
健
課

年
金
相
談

　
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
16
日
（
金
）
10
時

～
15
時

▼
場
所
　
市
役
所
大
矢
野
庁
舎

　
書
庫
棟
１
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先
　
保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係
　

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
４

◎
年
金
相
談
予
約
受
付
中

　
待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

年
金
手
帳
を
お
手
元
に
お
電
話

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室
　

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

　
一
人
で
考
え
悩
む
よ
り
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
、
企
業
秘
密
は
守
り
、
専
門
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
生
活
衛
生
関
係
営
業
者

お
よ
び
今
ま
で
の
経
験
・
技
術
を

生
か
し
て
独
立
開
業
を
予
定
の
方

※
飲
食
関
係
営
業
、食
肉
販
売
業
、

理
容
業
、
美
容
業
、
旅
館
ホ
テ

ル
業
、
公
衆
浴
場
業
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
、
映
画
館
業
な
ど

▼
相
談
内
容

○
経
営
相
談
　
店
舗
の
新
築
・
改

装
計
画
、
資
金
繰
り
・
売
上
げ

計
画
、
そ
の
他
の
経
営
全
般
の

相
談

○
融
資
相
談
　
生
活
衛
生
融
資

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
の
利

用
方
法
と
手
続

○
税
務
相
談
　
所
得
税
、消
費
税
、

帳
簿
記
帳
申
告
の
相
談

▼
日
時
　
11
月
５
月
（
月
）
10
時

～
15
時

▼
場
所
　
天
草
保
健
所

▼
問
合
せ
先
　（
財
）
熊
本
県
生

活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
０
６
１

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
に

つ
き
３
０
０
万
円
以
内

▼
利
率（
平
成
24
年
９
月
10
日
現
在
）

年
２
・
35
％

※
母
子
家
庭
の
場
合
は
年
１
・

95
％

※
九
州
地
方
の
豪
雨
な
ど
に
よ
り

被
害
を
受
け
て
皆
さ
ま
に
「
災

害
特
別
措
置
」
を
実
施
し
て
い

ま
す

　
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
な
ど
、

お
申
込
み
に
関
す
る
相
談
は
教
育

ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
日
本
政
策
金
融
公

庫
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

○
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
（
０
５
７
０
）
０
０
８
６
５
６

○
☎
03
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日

曜
日
労
働
相
談
の
お
知

ら
せ

　
県
で
は
、
12
月
ま
で
の
第
２
日

曜
日
に
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜

日
労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
来

所
ま
た
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

無
料
調
停
相
談
を
開
催

し
ま
す

　
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
貸
し
借
り
、
相
続
、
夫
婦
、

親
子
、
親
族
間
の
問
題
な
ど
、
民

事
お
よ
び
家
事
全
般
に
つ
い
て
、

宇
城
簡
易
裁
判
所
所
属
の
調
停
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
17
日
（
水
）
10
時

～
15
時

▼
場
所
　
宇
城
簡
易
裁
判
所

▼
問
合
せ
先
　
三
角
調
停
協
会

（
宇
城
簡
易
裁
判
所
内
）

　
☎
０
９
６
４
（
52
）
２
１
４
９

▼
開
設
日
　
11
月
８
日
（
木
）

▽
大
矢
野
　
13
時
～
16
時
・
大
矢

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先
　
総
務
課
総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

い
。

▼
相
談
日

○
11
月
11
日
（
日
）　
労
働
時
間

（
長
時
間
労
働
な
ど
）、
育
児
休

業
・
介
護
休
業
等
に
つ
い
て

○
12
月
９
日
（
日
）　
解
雇
、
退

職
勧
奨
・
退
職
、
退
職
金
に
つ

い
て

▼
時
間
　
13
時
～
16
時

▼
場
所
・
問
合
せ
先
　
く
ま
も
と

県
民
交
流
館
パ
レ
ア
　
し
ご
と

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
労
働

相
談
電
話
）

　
☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

ど
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に

起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。
正
規
社
員
・
非
正

規
社
員
を
問
い
ま
せ
ん
。パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
社
員
・
契
約

社
員
等
ど
の
よ
う
な
就
労
形
態
の

方
で
も
利
用
可
能
で
す
。

　「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え

な
い
」「
な
る
べ
く
早
く
解
決
し

た
い
」
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
は
簡
単
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
、費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
県
労
働
委
員

会
事
務
局

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
５
３

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

☎
議
会
事
務
局

議
会
報
告
会
を
開
催
し

ま
す

　
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
や
提
言
を
お
聞
き
し

て
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
す

た
め
、「
市
民
と
議
会
と
の
つ
ど

い
」議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
　
11
月
12
日
（
月
）
～

16
日
（
金
）

▼
場
所
　

○
大
矢
野
　
２
カ
所

○
松
島
　
　
１
カ
所

○
姫
戸
　
　
１
カ
所

○
龍
ヶ
岳
　
１
カ
所

▼
時
間
　
19
時
～
（
１
時
間
30
分

程
度
）

※
開
催
場
所
に
つ
い
て
は
回
覧
お

よ
び
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
議
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

☎
社
会
教
育
課

県
人
権
同
和
問
題
講
演
会
・
市

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
今
回
は
県
と
の
共
同
開
催
で
、

拉
致
問
題
・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

会
と
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

【
内
容
】

▼
第
１
部
　
上
天
草
市
人
権
講
演
会

○
テ
ー
マ
　
日
本
を
取
り
巻
く
国

際
情
勢
～
拉
致
と
核
問
題
の
行

方
～

○
講
師
　
辺
真
一
さ
ん

▼
第
２
部
　
熊
本
県
人
権
同
和
問

題
講
演
会
（
お
は
な
し
コ
ン

サ
ー
ト
）

○
ベ
ル
・
カ
ン
ト
　
ソ
プ
ラ
ノ（
オ

ペ
ラ
）
歌
手
　
渡
辺
千
賀
子
さ

ん
▼
日
時
　
11
月
18
日
（
日
）
13
時

～
▼
場
所
　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料

▼
託
児
ル
ー
ム
を
設
置
　
先
着
10

人
ま
で
（
２
歳
以
上
か
ら
就
学

前
ま
で
）
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
11
月
８
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
社
会
教
育
課
生
涯

学
習
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
１
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問合せ先

＜松島庁舎＞
〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
【代表】☎ 0969（56）1111
○都市整備課○市民窓口課
○建設課
　☎ 0969（28）3350
○福祉課（子育て支援室）
　☎ 0969（28）3351
○保健課
　☎ 0969（28）3354
・健康づくり推進室
　☎ 0969（28）3356
○高齢者ふれあい課（地域
包括支援センター）
　☎ 0969（28）3360
□教育委員会
○学務課
　☎ 0969（28）3364
　☎ 0969（28）3365
○社会教育課
　☎ 0969（28）3361　
＜姫戸統括支所・水道局＞
〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
　☎ 0969（58）2111
＜龍ヶ岳統括支所・情報推進室＞
〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
　☎ 0969（62）1111

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

問合せ先
大矢野庁舎
〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
【代表】☎ 0964（56）1111
○市長公室○総務課（危
機管理防災室・選挙管理
委員会）○財政課○監理
課○企業誘致課○大矢野
窓口センター○会計課○
議会事務局○農業委員会
事務局○監査委員事務局
○企画政策課
　☎ 0964（26）5511
○農林水産課
　☎ 0964（26）5515
　☎ 0964（26）5516
○商工観光課
　☎ 0964（26）5512
○税務課
　☎ 0964（26）5519
　☎ 0964（26）5520
　☎ 0964（26）5523
○環境衛生課
　☎ 0964（26）5524
○上天草市消費生活センター
　☎ 0964（56）0783
○上天草市ふるさとハローワーク
　☎ 0964（57）4510
○ブランド推進室（上天草市農林
水産物加工品開発研究センター）
〒 869-3603
上天草市大矢野町中 11582-24
　☎ 0964（56）6100

税
の
ひ
ろ
ば

☎
総
務
課

行
政
相
談

▼
市
県
民
税
　
　
　
　
　
第
３
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
５
期

▼
納
期
限
　
　
　
10
月
31
日（
水
）

▼
口
座
振
替
日
　
10
月
25
日（
木
）

▼
問
合
せ
先
　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
税
務
課

10
月
の
納
税

相
談
・
申
請

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

家
族
介
護
慰
労
金
を
支

給
し
ま
す

　
家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
平
成
24
年
４
月
１
日

現
在
で
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
４
ま
た
は
５
の
方
で
、
平
成

23
年
度
（
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
）
に
お
い
て
半
年
（
１
８
０

日
）
以
上
要
介
護
４
ま
た
は
５

の
認
定
期
間
が
あ
り
在
宅
生
活

を
し
て
い
た
方

※
入
院
・
入
所
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
期
間
は
除
き
ま
す
。

▼
申
請
締
切
　
11
月
30
日
（
金
）

▼
給
付
額
　
該
当
者
１
人
に
つ
き

５
万
円

▼
問
合
せ
先
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
開
設
日
　
11
月
１
日
（
木
）

▽
松
島
　
13
時
～
16
時
・
社
会
福

祉
協
議
会
松
島
本
所

経
営
相
談
室
（
生
衛
業
）

を
開
催
し
ま
す

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の

ご
案
内

労
使
紛
争
の
解
決
を
お
手

伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」

に
つ
い
て

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃

金
カ
ッ
ト
や
解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
な

☎
保
健
課

年
金
相
談

　
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
16
日
（
金
）
10
時

～
15
時

▼
場
所
　
市
役
所
大
矢
野
庁
舎

　
書
庫
棟
１
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先
　
保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係
　

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
４

◎
年
金
相
談
予
約
受
付
中

　
待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

年
金
手
帳
を
お
手
元
に
お
電
話

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室
　

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

　
一
人
で
考
え
悩
む
よ
り
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
、
企
業
秘
密
は
守
り
、
専
門
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
生
活
衛
生
関
係
営
業
者

お
よ
び
今
ま
で
の
経
験
・
技
術
を

生
か
し
て
独
立
開
業
を
予
定
の
方

※
飲
食
関
係
営
業
、食
肉
販
売
業
、

理
容
業
、
美
容
業
、
旅
館
ホ
テ

ル
業
、
公
衆
浴
場
業
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
、
映
画
館
業
な
ど

▼
相
談
内
容

○
経
営
相
談
　
店
舗
の
新
築
・
改

装
計
画
、
資
金
繰
り
・
売
上
げ

計
画
、
そ
の
他
の
経
営
全
般
の

相
談

○
融
資
相
談
　
生
活
衛
生
融
資

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
の
利

用
方
法
と
手
続

○
税
務
相
談
　
所
得
税
、消
費
税
、

帳
簿
記
帳
申
告
の
相
談

▼
日
時
　
11
月
５
月
（
月
）
10
時

～
15
時

▼
場
所
　
天
草
保
健
所

▼
問
合
せ
先
　（
財
）
熊
本
県
生

活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
０
６
１

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
に

つ
き
３
０
０
万
円
以
内

▼
利
率（
平
成
24
年
９
月
10
日
現
在
）

年
２
・
35
％

※
母
子
家
庭
の
場
合
は
年
１
・

95
％

※
九
州
地
方
の
豪
雨
な
ど
に
よ
り

被
害
を
受
け
て
皆
さ
ま
に
「
災

害
特
別
措
置
」
を
実
施
し
て
い

ま
す

　
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
な
ど
、

お
申
込
み
に
関
す
る
相
談
は
教
育

ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
日
本
政
策
金
融
公

庫
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

○
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
（
０
５
７
０
）
０
０
８
６
５
６

○
☎
03
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日

曜
日
労
働
相
談
の
お
知

ら
せ

　
県
で
は
、
12
月
ま
で
の
第
２
日

曜
日
に
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜

日
労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
来

所
ま
た
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

無
料
調
停
相
談
を
開
催

し
ま
す

　
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
貸
し
借
り
、
相
続
、
夫
婦
、

親
子
、
親
族
間
の
問
題
な
ど
、
民

事
お
よ
び
家
事
全
般
に
つ
い
て
、

宇
城
簡
易
裁
判
所
所
属
の
調
停
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
17
日
（
水
）
10
時

～
15
時

▼
場
所
　
宇
城
簡
易
裁
判
所

▼
問
合
せ
先
　
三
角
調
停
協
会

（
宇
城
簡
易
裁
判
所
内
）

　
☎
０
９
６
４
（
52
）
２
１
４
９

▼
開
設
日
　
11
月
８
日
（
木
）

▽
大
矢
野
　
13
時
～
16
時
・
大
矢

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先
　
総
務
課
総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

い
。

▼
相
談
日

○
11
月
11
日
（
日
）　
労
働
時
間

（
長
時
間
労
働
な
ど
）、
育
児
休

業
・
介
護
休
業
等
に
つ
い
て

○
12
月
９
日
（
日
）　
解
雇
、
退

職
勧
奨
・
退
職
、
退
職
金
に
つ

い
て

▼
時
間
　
13
時
～
16
時

▼
場
所
・
問
合
せ
先
　
く
ま
も
と

県
民
交
流
館
パ
レ
ア
　
し
ご
と

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
労
働

相
談
電
話
）

　
☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

ど
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に

起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。
正
規
社
員
・
非
正

規
社
員
を
問
い
ま
せ
ん
。パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
社
員
・
契
約

社
員
等
ど
の
よ
う
な
就
労
形
態
の

方
で
も
利
用
可
能
で
す
。

　「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え

な
い
」「
な
る
べ
く
早
く
解
決
し

た
い
」
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
は
簡
単
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
、費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
県
労
働
委
員

会
事
務
局

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
５
３

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

☎
議
会
事
務
局

議
会
報
告
会
を
開
催
し

ま
す

　
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
や
提
言
を
お
聞
き
し

て
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
す

た
め
、「
市
民
と
議
会
と
の
つ
ど

い
」議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
　
11
月
12
日
（
月
）
～

16
日
（
金
）

▼
場
所
　

○
大
矢
野
　
２
カ
所

○
松
島
　
　
１
カ
所

○
姫
戸
　
　
１
カ
所

○
龍
ヶ
岳
　
１
カ
所

▼
時
間
　
19
時
～
（
１
時
間
30
分

程
度
）

※
開
催
場
所
に
つ
い
て
は
回
覧
お

よ
び
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
議
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

☎
社
会
教
育
課

県
人
権
同
和
問
題
講
演
会
・
市

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
今
回
は
県
と
の
共
同
開
催
で
、

拉
致
問
題
・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

会
と
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

【
内
容
】

▼
第
１
部
　
上
天
草
市
人
権
講
演
会

○
テ
ー
マ
　
日
本
を
取
り
巻
く
国

際
情
勢
～
拉
致
と
核
問
題
の
行

方
～

○
講
師
　
辺
真
一
さ
ん

▼
第
２
部
　
熊
本
県
人
権
同
和
問

題
講
演
会
（
お
は
な
し
コ
ン

サ
ー
ト
）

○
ベ
ル
・
カ
ン
ト
　
ソ
プ
ラ
ノ（
オ

ペ
ラ
）
歌
手
　
渡
辺
千
賀
子
さ

ん
▼
日
時
　
11
月
18
日
（
日
）
13
時

～
▼
場
所
　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料

▼
託
児
ル
ー
ム
を
設
置
　
先
着
10

人
ま
で
（
２
歳
以
上
か
ら
就
学

前
ま
で
）
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
11
月
８
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
社
会
教
育
課
生
涯

学
習
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
１
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お知らせ

熊
本
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す

済
生
会
み
す
み
病
院
　
健

康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

▼
日
時
　

11
月
10
日
（
土
）
９
時

～
16
時
、
11
日
（
日
）
９
時
～

15
時

▼
場
所
　
熊
本
刑
務
所

▼
主
な
内
容　

○
刑
務
所
内
見
学

○
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
の
展
示
○

上
映
会
開
催
（
矯
正
関
係
）
○

受
刑
者
の
衣
服
、
日
用
品
の
展

示
○
人
吉
農
芸
学
院
生
徒
の
作

品
等
の
展
示
○
性
格
検
査
○
刑

務
所
作
業
製
品
の
販
売
○
バ

ザ
ー
○
衝
突
衝
撃
体
験
車
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
予
定
）

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
刑
務
所
処
遇

部
企
画
部
門
（
作
業
）

　
☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
５
１
３

　
☎
０
９
６
（
３
６
４
）
３
１
６
５

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
、
地
域

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
健
康
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

屋
外
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
木
村
和
也
さ
ん
の

総
合
司
会
の
も
と
、
み
す
み
保
育

園
他
５
団
体
に
よ
る
楽
器
演
奏
や

落
語
お
楽
し
み
抽
選
会
、
院
内
で

は
、
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
外

科
手
術
体
験
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
体
験
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
企
画
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
　

10
月
21
日
（
日
）
10
時

～
15
時
　

▼
場
所
　
済
生
会
み
す
み
病
院

▼
入
場
料
　
無
料

▼
問
合
せ
先
　
済
生
会
み
す
み
病

院
企
画
総
務
室

　
☎
０
９
６
４
（
53
）
１
６
１
１

▼
単
県
治
山
（
字
坂
本
）（
自
然
災

害
復
旧
）
工
事
測
量
設
計
委
託

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
三
栄
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
熊
本
市
）

③
56
万
７
０
０
０
円

④
８
月
～
10
月

▼
龍
ヶ
岳
小
学
校
外
構
工
事
（
そ

の
２
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
株
）
和
田
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
８
２
２
万
１
５
０
０
円

④
９
月
～
12
月

▼
龍
ヶ
岳
小
学
校
外
構
工
事
（
そ

の
１
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②（
有
）光
永
工
業
所（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
３
２
８
万
２
５
０
０
円

④
９
月
～
12
月

□
９
月
11
日
入
札
分

▼
内
野
河
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事

①
松
島
町
内
野
河
内
地
区

②
南
邦
建
設
（
株
）
上
天
草
支
店

（
松
島
町
）

③
９
７
６
万
５
０
０
０
円

④
９
月
～
12
月

▼
前
島
護
岸
整
備
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②（
有
）山
本
建
設
工
業（
松
島
町
）

③
３
４
８
６
万
円

④
９
月
～
12
月

□
９
月
18
日
入
札
分

▼
市
道
辺
戸
串
元
釜
線
測
量
設
計

委
託

「
湯
島
灯
台
」
の
一
般
公
開

を
行
い
ま
す

　
熊
本
海
上
保
安
部
で
は
、
大
正

５
年
12
月
１
日
に
初
点
（
最
初
明

か
り
が
つ
い
た
日
）
し
た
、
湯
島

灯
台
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　

10
月
20
日
（
土
）　
10

時
～
13
時
（
小
雨
決
行
）

☎
福
祉
課

障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

【
10
月
１
日
施
行
】

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
（
正
式
に

市総合防災訓練に併せて市内全域を
対象とした避難訓練を実施します

　市では、災害時における防災体制の確立と市民の防災に対す

る意識・知識の向上を図るために、上天草市総合防災訓練を開

催します。

　今回の訓練では、例年実施している防災関係機関の実践的な

訓練に加えて、上天草市内全域を対象とした津波からの避難訓

練を併せて行います。家の戸締り、火の始末をしっかりして避

難訓練に参加しましょう。

【上天草市内全域を対象とした避難訓練概要】

① 10 月 28 日（日）９時から市内全域に防災行政無線で大津波

警報のサイレンを放送します。

②各地域（行政区、自主防災組織等）で設定した避難場所への

避難を開始

③避難者数、避難場所を代表者が報告

【問合せ先】　総務課危機管理防災室　☎ 0964（56）1111

☎
社
会
教
育
課

平
成
24
年
度
第
６
回
文
化

財
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　
熊
本
県
内
各
地
で
開
催
し
て
い

る
「
文
化
財
研
修
会
」
を
、
11
月

第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
の
１
年
前
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

□
記
念
放
流
行
事

　
平
成
25
年
秋
に
熊
本
県
で
開
催

予
定
の
第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
に
向
け
た
機
運
を
高
め

る
た
め
、
放
流
行
事
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
来
場
の
方
も
先
着
受
付

順
で
魚
の
放
流
に
参
加
で
き
ま

す
。
会
場
周
辺
で
は
物
産
展
も
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

10
月
28
日
（
日
）
14
時

～
15
時

▼
場
所
　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水

護
岸

□
２
０
１
２
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ

ア
＆
海
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
水
産
加

工
品
の
試
食
・
販
売
、
タ
ッ
チ
ン

グ
プ
ー
ル
、
く
ま
モ
ン
の
デ
ザ
イ

　
詳
し
く
は
、
熊
本
海
上
保
安
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
海
上
保
安
部

交
通
課

　
☎
０
９
６
４
（
52
）
３
１
０
５

　「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」
に
と

も
な
い
、
上
天
草
市
の
小
・
中
学

校
の
取
組
み
の
紹
介
や
上
天
草
高

校
の
教
育
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
　

　
入
場
料
無
料
で
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　

11
月
４
日
（
日
） 

12
時

30
分
～
（
受
付
12
時
～
）

▼
場
所
　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

▼
内
容
　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
４
校
の
中
学

生
に
よ
る
合
同
演
奏
）

○
開
会
行
事  

　
　
　

○
上
天
草
高
校
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
発
表
　
①
上
小
学
校
②
大
矢
野

中
学
校
③
社
会
教
育
課
④
阿
村

小
学
校
⑤
研
究
指
定
校
に
よ
る

取
組
み
の
紹
介（
中
南
小
学
校
、

阿
村
中
学
校
）

○
閉
会
行
事
　
　
　
　

▼
問
合
せ
先
　
学
務
課
指
導
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
４

☎
学
務
課

「
上
天
草
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
す

に
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー「
ア
ロ
マ
」

で
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
御
所
浦
の
化
石
と

地
質
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い

て
」
で
す
。
上
天
草
市
内
で
も
化

石
を
産
出
す
る
地
層
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
化
石
と
地

層
の
関
係
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
参
加
は

無
料
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
　

11
月
16
日
（
金
）
13
時

30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所
　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」
１
階
研
修
室

▼
主
題
　
御
所
浦
の
化
石
と
地
質

と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て

▼
講
師
　
長
谷
義
隆
氏
（
天
草
市

立
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
長
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
主
催
　
熊
本
県
文
化
財
保
護
協

会
・
上
天
草
市
教
育
委
員
会

▼
問
合
せ
先
　
社
会
教
育
課
生
涯

学
習
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
１

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
８
月
24
日
入
札
分

▼
下
山
地
区
道
路
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
維
和
下
山
地
区
内

②
（
有
）
渡
辺
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
５
９
３
万
２
５
０
０
円

④
８
月
～
平
成
25
年
２
月

□
８
月
28
日
入
札
分

▼
上
天
草
港
（
江
樋
戸
港
区
）
埋

立
申
請
書
作
成
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
株
）
第
一
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
天
草
支
店
（
天
草
市
）

③
２
３
１
万
円

④
８
月
～
12
月

▼
前
島
地
区
進
入
路
測
量
設
計
業

務
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ
　
上

天
草
事
務
所
（
松
島
町
）

③
１
４
４
万
９
０
０
０
円

④
８
月
～
11
月

そ
の
他

は
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」）
は
、虐
待
に
よ
っ

て
、
障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
が

お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法

律
で
す
。

　
身
体
が
い
害
、
知
的
が
い
害
、

精
神
が
い
害
（
発
達
障
が
い
を
含

む
。）
の
あ
る
人
や
、
そ
の
他
の

心
身
の
機
能
の
障
が
い
が
あ
る
人

で
、
障
が
い
や
社
会
的
障
壁
に

よ
っ
て
、
継
続
的
に
日
常
生
活
ま

た
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。（
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て

い
な
い
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。）

【
障
が
い
者
虐
待
の
種
類
】

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐

待
を
以
下
の
３
種
類
に
分
け
て
い

ま
す
。

○
養
護
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

○
障
が
い
福
祉
施
設
従
事
者
等
に

よ
る
障
が
い
者
虐
待
等

○
使
用
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

※
障
が
い
者
虐
待
に
該
当
す
る
行

為
と
し
て
、
身
体
的
虐
待
、
性

的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
放
棄
・

放
任
（
ネ
グ
レ
ス
ト
）、
経
済

的
虐
待
が
あ
り
ま
す
。

【
通
報
義
務
】

　
障
が
い
者
虐
待
に
気
づ
い
た
人

に
は
、
市
町
村
の
窓
口
へ
の
通
報

義
務
が
あ
り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

の
早
め
の
対
応
や
支
援
が
、
虐
待

さ
れ
て
い
る
障
が
い
者
だ
け
で
な

ン
投
票
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛

り
だ
く
さ
ん
。
10
月
28
日
（
日
）

に
は
海
鮮
鍋
の
提
供
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　

10
月
27
日
（
土
）、
28

日
（
日
）
９
時
～
16
時
　

▼
場
所
　
熊
本
県
農
業
公
園
「
カ

ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
」

▼
入
場
料
　
無
料

□
問
合
せ
先
　
第
33
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
熊
本
県
実
行

委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
５
９

く
、
虐
待
し
て
い
る
家
族
な
ど
が

か
か
え
る
問
題
の
解
決
に
も
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区

②
（
有
）
ア
ロ
ー
ト
三
（
姫
戸
町
）

③
２
７
７
万
２
０
０
０
円

④
９
月
～
11
月

▼
市
道
合
津
東
線
測
量
設
計
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
明
進
測
量
設
計
（
下
益

城
郡
）

③
３
０
２
万
２
５
０
０
円

④
９
月
～
11
月

□
問
合
せ
先
　
監
理
課
契
約
検
査
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

全
国
地
域
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す

　
今
年
も
、
10
月
11
日
（
木
）
か

ら
20
日（
土
）ま
で
の
10
日
間「
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
地
域
安
全
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
上
天
草
市
内
に
お
け
る
運
動
の

重
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

▼
万
引
き
・
自
転
車
盗
の
防
止

▼
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
防
止

　
心
が
け
と
カ
ギ
掛
け
で
、
犯
罪

被
害
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
、
犯

罪
の
な
い
安
心
の
街
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先
　
上
天
草
市
防
犯
協

会
（
上
天
草
警
察
署
内
）

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
０
１
１
０
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お知らせ

熊
本
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す

済
生
会
み
す
み
病
院
　
健

康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

▼
日
時
　

11
月
10
日
（
土
）
９
時

～
16
時
、
11
日
（
日
）
９
時
～

15
時

▼
場
所
　
熊
本
刑
務
所

▼
主
な
内
容　

○
刑
務
所
内
見
学

○
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
の
展
示
○

上
映
会
開
催
（
矯
正
関
係
）
○

受
刑
者
の
衣
服
、
日
用
品
の
展

示
○
人
吉
農
芸
学
院
生
徒
の
作

品
等
の
展
示
○
性
格
検
査
○
刑

務
所
作
業
製
品
の
販
売
○
バ

ザ
ー
○
衝
突
衝
撃
体
験
車
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
予
定
）

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
刑
務
所
処
遇

部
企
画
部
門
（
作
業
）

　
☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
５
１
３

　
☎
０
９
６
（
３
６
４
）
３
１
６
５

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
、
地
域

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
健
康
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

屋
外
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
木
村
和
也
さ
ん
の

総
合
司
会
の
も
と
、
み
す
み
保
育

園
他
５
団
体
に
よ
る
楽
器
演
奏
や

落
語
お
楽
し
み
抽
選
会
、
院
内
で

は
、
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
外

科
手
術
体
験
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
体
験
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
企
画
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
　

10
月
21
日
（
日
）
10
時

～
15
時
　

▼
場
所
　
済
生
会
み
す
み
病
院

▼
入
場
料
　
無
料

▼
問
合
せ
先
　
済
生
会
み
す
み
病

院
企
画
総
務
室

　
☎
０
９
６
４
（
53
）
１
６
１
１

▼
単
県
治
山
（
字
坂
本
）（
自
然
災

害
復
旧
）
工
事
測
量
設
計
委
託

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
三
栄
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
熊
本
市
）

③
56
万
７
０
０
０
円

④
８
月
～
10
月

▼
龍
ヶ
岳
小
学
校
外
構
工
事
（
そ

の
２
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
株
）
和
田
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
８
２
２
万
１
５
０
０
円

④
９
月
～
12
月

▼
龍
ヶ
岳
小
学
校
外
構
工
事
（
そ

の
１
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②（
有
）光
永
工
業
所（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
３
２
８
万
２
５
０
０
円

④
９
月
～
12
月

□
９
月
11
日
入
札
分

▼
内
野
河
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事

①
松
島
町
内
野
河
内
地
区

②
南
邦
建
設
（
株
）
上
天
草
支
店

（
松
島
町
）

③
９
７
６
万
５
０
０
０
円

④
９
月
～
12
月

▼
前
島
護
岸
整
備
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②（
有
）山
本
建
設
工
業（
松
島
町
）

③
３
４
８
６
万
円

④
９
月
～
12
月

□
９
月
18
日
入
札
分

▼
市
道
辺
戸
串
元
釜
線
測
量
設
計

委
託

「
湯
島
灯
台
」
の
一
般
公
開

を
行
い
ま
す

　
熊
本
海
上
保
安
部
で
は
、
大
正

５
年
12
月
１
日
に
初
点
（
最
初
明

か
り
が
つ
い
た
日
）
し
た
、
湯
島

灯
台
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　

10
月
20
日
（
土
）　
10

時
～
13
時
（
小
雨
決
行
）

☎
福
祉
課

障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

【
10
月
１
日
施
行
】

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
（
正
式
に

市総合防災訓練に併せて市内全域を
対象とした避難訓練を実施します

　市では、災害時における防災体制の確立と市民の防災に対す

る意識・知識の向上を図るために、上天草市総合防災訓練を開

催します。

　今回の訓練では、例年実施している防災関係機関の実践的な

訓練に加えて、上天草市内全域を対象とした津波からの避難訓

練を併せて行います。家の戸締り、火の始末をしっかりして避

難訓練に参加しましょう。

【上天草市内全域を対象とした避難訓練概要】

① 10 月 28 日（日）９時から市内全域に防災行政無線で大津波

警報のサイレンを放送します。

②各地域（行政区、自主防災組織等）で設定した避難場所への

避難を開始

③避難者数、避難場所を代表者が報告

【問合せ先】　総務課危機管理防災室　☎ 0964（56）1111

☎
社
会
教
育
課

平
成
24
年
度
第
６
回
文
化

財
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　
熊
本
県
内
各
地
で
開
催
し
て
い

る
「
文
化
財
研
修
会
」
を
、
11
月

第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
の
１
年
前
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

□
記
念
放
流
行
事

　
平
成
25
年
秋
に
熊
本
県
で
開
催

予
定
の
第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
に
向
け
た
機
運
を
高
め

る
た
め
、
放
流
行
事
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
来
場
の
方
も
先
着
受
付

順
で
魚
の
放
流
に
参
加
で
き
ま

す
。
会
場
周
辺
で
は
物
産
展
も
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

10
月
28
日
（
日
）
14
時

～
15
時

▼
場
所
　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水

護
岸

□
２
０
１
２
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ

ア
＆
海
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
水
産
加

工
品
の
試
食
・
販
売
、
タ
ッ
チ
ン

グ
プ
ー
ル
、
く
ま
モ
ン
の
デ
ザ
イ

　
詳
し
く
は
、
熊
本
海
上
保
安
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
海
上
保
安
部

交
通
課

　
☎
０
９
６
４
（
52
）
３
１
０
５

　「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」
に
と

も
な
い
、
上
天
草
市
の
小
・
中
学

校
の
取
組
み
の
紹
介
や
上
天
草
高

校
の
教
育
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
　

　
入
場
料
無
料
で
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　

11
月
４
日
（
日
） 

12
時

30
分
～
（
受
付
12
時
～
）

▼
場
所
　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

▼
内
容
　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
４
校
の
中
学

生
に
よ
る
合
同
演
奏
）

○
開
会
行
事  

　
　
　

○
上
天
草
高
校
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
発
表
　
①
上
小
学
校
②
大
矢
野

中
学
校
③
社
会
教
育
課
④
阿
村

小
学
校
⑤
研
究
指
定
校
に
よ
る

取
組
み
の
紹
介（
中
南
小
学
校
、

阿
村
中
学
校
）

○
閉
会
行
事
　
　
　
　

▼
問
合
せ
先
　
学
務
課
指
導
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
４

☎
学
務
課

「
上
天
草
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
す

に
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー「
ア
ロ
マ
」

で
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
御
所
浦
の
化
石
と

地
質
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い

て
」
で
す
。
上
天
草
市
内
で
も
化

石
を
産
出
す
る
地
層
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
化
石
と
地

層
の
関
係
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
参
加
は

無
料
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
　

11
月
16
日
（
金
）
13
時

30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所
　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」
１
階
研
修
室

▼
主
題
　
御
所
浦
の
化
石
と
地
質

と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て

▼
講
師
　
長
谷
義
隆
氏
（
天
草
市

立
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
長
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
主
催
　
熊
本
県
文
化
財
保
護
協

会
・
上
天
草
市
教
育
委
員
会

▼
問
合
せ
先
　
社
会
教
育
課
生
涯

学
習
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
１

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
８
月
24
日
入
札
分

▼
下
山
地
区
道
路
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
維
和
下
山
地
区
内

②
（
有
）
渡
辺
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
５
９
３
万
２
５
０
０
円

④
８
月
～
平
成
25
年
２
月

□
８
月
28
日
入
札
分

▼
上
天
草
港
（
江
樋
戸
港
区
）
埋

立
申
請
書
作
成
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
株
）
第
一
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
天
草
支
店
（
天
草
市
）

③
２
３
１
万
円

④
８
月
～
12
月

▼
前
島
地
区
進
入
路
測
量
設
計
業

務
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ
　
上

天
草
事
務
所
（
松
島
町
）

③
１
４
４
万
９
０
０
０
円

④
８
月
～
11
月

そ
の
他

は
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」）
は
、虐
待
に
よ
っ

て
、
障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
が

お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法

律
で
す
。

　
身
体
が
い
害
、
知
的
が
い
害
、

精
神
が
い
害
（
発
達
障
が
い
を
含

む
。）
の
あ
る
人
や
、
そ
の
他
の

心
身
の
機
能
の
障
が
い
が
あ
る
人

で
、
障
が
い
や
社
会
的
障
壁
に

よ
っ
て
、
継
続
的
に
日
常
生
活
ま

た
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。（
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て

い
な
い
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。）

【
障
が
い
者
虐
待
の
種
類
】

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐

待
を
以
下
の
３
種
類
に
分
け
て
い

ま
す
。

○
養
護
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

○
障
が
い
福
祉
施
設
従
事
者
等
に

よ
る
障
が
い
者
虐
待
等

○
使
用
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

※
障
が
い
者
虐
待
に
該
当
す
る
行

為
と
し
て
、
身
体
的
虐
待
、
性

的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
放
棄
・

放
任
（
ネ
グ
レ
ス
ト
）、
経
済

的
虐
待
が
あ
り
ま
す
。

【
通
報
義
務
】

　
障
が
い
者
虐
待
に
気
づ
い
た
人

に
は
、
市
町
村
の
窓
口
へ
の
通
報

義
務
が
あ
り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

の
早
め
の
対
応
や
支
援
が
、
虐
待

さ
れ
て
い
る
障
が
い
者
だ
け
で
な

ン
投
票
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛

り
だ
く
さ
ん
。
10
月
28
日
（
日
）

に
は
海
鮮
鍋
の
提
供
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　

10
月
27
日
（
土
）、
28

日
（
日
）
９
時
～
16
時
　

▼
場
所
　
熊
本
県
農
業
公
園
「
カ

ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
」

▼
入
場
料
　
無
料

□
問
合
せ
先
　
第
33
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
熊
本
県
実
行

委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
５
９

く
、
虐
待
し
て
い
る
家
族
な
ど
が

か
か
え
る
問
題
の
解
決
に
も
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区

②
（
有
）
ア
ロ
ー
ト
三
（
姫
戸
町
）

③
２
７
７
万
２
０
０
０
円

④
９
月
～
11
月

▼
市
道
合
津
東
線
測
量
設
計
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
明
進
測
量
設
計
（
下
益

城
郡
）

③
３
０
２
万
２
５
０
０
円

④
９
月
～
11
月

□
問
合
せ
先
　
監
理
課
契
約
検
査
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

全
国
地
域
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す

　
今
年
も
、
10
月
11
日
（
木
）
か

ら
20
日（
土
）ま
で
の
10
日
間「
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
地
域
安
全
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
上
天
草
市
内
に
お
け
る
運
動
の

重
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

▼
万
引
き
・
自
転
車
盗
の
防
止

▼
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
防
止

　
心
が
け
と
カ
ギ
掛
け
で
、
犯
罪

被
害
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
、
犯

罪
の
な
い
安
心
の
街
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先
　
上
天
草
市
防
犯
協

会
（
上
天
草
警
察
署
内
）

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
０
１
１
０
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お知らせ

　　

□主催等　熊本県（共催：上天草市）

□期　日　11月 20 日（火）13時 30 分～（受付 13時～）

□場　所　上天草市大矢野自然休養村管理センター

□内　容
○基調講演（13 時 40 分～）
　講師　尚絅大学短期大学部教授　川口惠子氏

　演題　地域における消費者行政のあり方について

○パネルディスカッション（14 時 50 分～）
●パネリスト（予定）　川端上天草市長、川口惠子教

授、荒木ミドリ婦人会長、下山和也弁護士

●テーマ　地域における消費者問題を考える

～消費生活センターを中心とした見守りネットワーク作り～

○「お金を学ぶ作文コンクール」表彰式・作品発表
　（15 時 50 分～） 
□参加者募集　

市民の皆さんをはじめ、婦人会、老人クラブ、民生

児童委員、社会福祉協議会など多くの参加者を予定

しています。

また、夏休みから小中学生の皆さんに書いていただ

きました「おかねを学ぶ作文コンクール」の賞受賞

者の表彰式・作品発表を行いますので、多くの皆さ

まのご参加をよろしくお願いします。

□問合せ先　上天草市消費生活センター

　　　　　　☎ 0964（56） 0783

こちら消費生活センターです！
熊本県地域消費生活リレーシンポジウム in 上天草を開催します

熊
本
労
働
局
か
ら
中
小
企
業

支
援
事
業
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ

□
最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無

料
相
談
の
ご
案
内

　
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
対
応
し

た
賃
金
の
引
上
げ
に
取
り
組
む
中

小
企
業
の
支
援
と
し
て
、
経
営
面

と
労
働
面
の
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
で
き
る
無
料
相
談
窓
口

を
県
内
５
カ
所
に
設
置
し
ま
し

た
。

▼
設
置
箇
所
　
熊
本
、
八
代
、
玉

名
、
天
草
、
菊
池
の
各
労
働
基

準
監
督
署

□
ご
存
知
で
す
か
？
中
小
企
業
を

応
援
す
る
業
務
改
善
助
成
金

　
中
小
企
業
主
が
、
事
業
所
内
で

最
も
低
い
時
間
給
を
４
年
内
に

８
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
計

画
を
策
定
し
、
毎
年
40
円
以
上
の

賃
上
げ
を
実
施
す
る
場
合
に
、
要

し
た
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成
し

ま
す
。（
上
限
１
０
０
万
円
、
下

限
５
万
円
）

　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
熊

本
労
働
局
ま
た
は
最
寄
の
労
働
基

準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

○
天
草
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
９
６
９
（
23
）
２
２
６
６

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
自
賠

責
の
有
効
期
限

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
成
23
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

69
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
85
万
人

と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得

る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部

分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ

て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動

車
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
す
べ
て

の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者

の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制

度
で
あ
り
、
被
害
者
の
保
護
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
自

賠
責
制
度
の
役
割
・
重
要
性
や
、

保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し

く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
な
お
、
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い

内
容
は
、http://w

w
w
.jibai.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
国
土
交
通
省
九
州

運
輸
局
　
熊
本
運
輸
支
局
輸
送

部
門
　

　
☎
０
９
６
（
３
６
９
）
３
１
５
５

　平成 23 年４月に上天草市消費生活センターを設置し、連日市民の皆さんからさまざまな相談

が寄せられています。今回、消費生活センターを支える消費生活関係団体のネットワーク構築

を推進し、また、市民に対し、消費者意識の啓発などを目的としてリレーシンポジウムを開催

します。

☎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
と
自
動
車
運
転
免

許
証
の
返
納
制
度

　「
記
憶
力
・
判
断
力
が
低
く
な
っ

て
い
る
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

自
動
車
の
運
転
を
や
め
た
い
と
お

考
え
の
方
は
、
運
転
免
許
証
の
有

効
期
間
中
に
運
転
免
許
の
取
り
消

し
申
請
（
免
許
証
を
自
主
返
納
）

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
運
転
免
許
を
返
納
し
た

方
は
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
運

転
経
歴
証
明
書
」
は
、
運
転
免
許

を
返
納
し
た
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
５
年
間
の
運
転
に
関
す
る
経
歴

を
証
明
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

安
全
運
転
に
努
め
て
き
た
証
明
や

記
念
の
品
に
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
産
交
バ
ス
か
ら
、
年
齢

が
65
歳
以
上
で
「
申
請
に
よ
る
運

転
免
許
の
取
り
消
し
通
知
書
」
ま

た
は
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
た
方
は
、
手
続
き
を
す

れ
ば「
免
許
返
納
者
割
引
乗
車
証
」

を
発
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
乗
車
券

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
運
賃
が
半

額
（
一
部
の
路
線
を
除
く
）
に
な

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
本
渡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
や
最

寄
り
の
産
交
バ
ス
営
業
所
等
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　

○
熊
本
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

☎
農
業
委
員
会

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
す

　
上
天
草
市
農
業
委
員
会
で
は
、

10
月
～
11
月
を
「
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
月
間
」
と
し
て
市
内
全
域
を
農

業
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
職

員
が
調
査
し
ま
す
。

　
対
象
地
は
、
耕
作
が
行
わ
れ
て

い
な
い
遊
休
農
地
・
農
地
法
の
許

可
を
受
け
な
い
で
宅
地
や
駐
車
場

な
ど
農
地
以
外
の
目
的
で
使
用
さ

れ
て
い
る
無
断
転
用
農
地
、
農
地

周
辺
へ
の
廃
棄
物
不
法
投
棄
場
所

な
ど
で
す
。

　
特
に
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
所
有
者
の
意
向
を
確
認
、

農
家
台
帳
へ
記
録
・
管
理
し
、
貸

し
た
い
・
借
り
た
い
希
望
者
が
い

れ
ば
仲
介
を
行
い
ま
す
。
農
地
を

借
り
た
い
、
貸
し
た
い
、
買
い
た

（
熊
本
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
６
（
２
３
３
）
０
１
１
２

○
産
交
バ
ス
株
式
会
社
本
渡
バ
ス

セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
５
２
３
４

○
産
交
バ
ス
株
式
会
社
三
角
営
業
所

　
☎
０
９
６
４
（
52
）
３
１
３
５

○
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

※
熊
本
県
若
年
性
認
知
症
者
相
談

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
参
照

※
産
交
バ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
熊

本
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

い
、
売
り
た
い
希
望
の
方
は
、
地

元
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務

局
　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

韓国から専門家をお招きして誘客に関するフォーラムを開催します
　市では、九州オルレ天草・維和島コースの認定を

記念して、韓国観光公社の李副社長と本場済州オル

レ徐理事長をお招きして、基調講演やパネルディス

カッションなどを盛り込んだ「九州オルレを活用し

たインバウンドフォーラム」を開催します。

　九州オルレとは、韓国で人気のあるウォーキング

『済州オルレ』の九州版であり、九州観光推進機構（九

州全体の観光をＰＲする団体）による韓国人観光客

の誘致のための取組みです。その初めてのコースと

して、２月に佐賀の武雄、大分の奥豊後、鹿児島の

指宿と並んで、本市の維和島が認定されています。

○期日　11 月 17 日（土）○場所　小松屋渚館

○募集人数　100 人限定　※事前に申込む必要があります

○主催　上天草市、雲仙天草観光圏協議会

○共催　（社）天草四郎観光協会

【内容】
○ 13 時 30 ～　開会

○ 14 時～　　基調講演（韓国人観光客誘致に関する内容）

　　　　　　　　講師　韓国観光公社副社長　李載景氏

○ 15 時～　　パネルディスカッション

　　　　　　　「九州オルレ現状と課題、今後の展望」

　　　▼コーディネーター

　　　　九州観光推進機構観光アドバイザー　大江英夫氏

　　　▼パネラー

　　　　上天草市長　川端祐樹

　　　　（社）済州オルレ理事長　徐明淑氏

　　　　維和地区まちづくり委員会会長　鬼塚泰英氏

【申込み・問合せ先】　
　商工観光課観光振興係　☎ 0964（26）5512

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　
10
月
１
日
か
ら
熊
本
県
最
低
賃

金
が
時
間
額
６
５
３
円
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、

県
内
す
べ
て
の
事
業
所
、
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
お
問

い
合
わ
せ
は
、
熊
本
労
働
局
ま
た

は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

○
天
草
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
９
６
９
（
23
）
２
２
６
６

ご
存
知
で
す
か
？
検
察

審
査
会

　
検
察
審
査
会
と
は
、
検
察
官
が

犯
罪
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
る
人（
被

疑
者
）
を
不
起
訴
処
分
（
裁
判
に

か
け
な
い
こ
と
）
と
し
た
と
き
に
、

そ
の
善
し
あ
し
を
審
査
す
る
機
関

で
、
地
方
裁
判
所
ま
た
は
そ
の
支

部
の
所
在
地
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
選
挙
権
が
あ
る
国
民
の
中
か

ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
被
害
者

や
犯
罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
人
か

ら
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不

服
と
し
て
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と

き
な
ど
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
審
査
の
申
し
立
て
や
相
談
が
あ

る
と
き
は
、
熊
本
検
察
審
査
会
事

務
局
（
熊
本
地
方
裁
判
所
内
）
ま

た
は
熊
本
検
察
審
査
協
会
天
草
支

部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
費
用
は

一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
熊
本
検
察
審
査
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
熊
本
検
察
審
査
協
会
天
草

支
部
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
写
に
よ
る
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

団
体
等
は
同
天
草
支
部
ま
た
は
支
部

長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
（
３
２
５
）
２
１
２
１

○
熊
本
検
察
審
査
協
会
天
草
支
部

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
５
２
１
１

○
熊
本
検
察
審
査
協
会
天
草
支
部

長
（
濱
口
光
憲
）

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
１
０
７
７
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お知らせ

　　

□主催等　熊本県（共催：上天草市）

□期　日　11月 20 日（火）13時 30 分～（受付 13時～）

□場　所　上天草市大矢野自然休養村管理センター

□内　容
○基調講演（13 時 40 分～）
　講師　尚絅大学短期大学部教授　川口惠子氏

　演題　地域における消費者行政のあり方について

○パネルディスカッション（14 時 50 分～）
●パネリスト（予定）　川端上天草市長、川口惠子教

授、荒木ミドリ婦人会長、下山和也弁護士

●テーマ　地域における消費者問題を考える

～消費生活センターを中心とした見守りネットワーク作り～

○「お金を学ぶ作文コンクール」表彰式・作品発表
　（15 時 50 分～） 
□参加者募集　

市民の皆さんをはじめ、婦人会、老人クラブ、民生

児童委員、社会福祉協議会など多くの参加者を予定

しています。

また、夏休みから小中学生の皆さんに書いていただ

きました「おかねを学ぶ作文コンクール」の賞受賞

者の表彰式・作品発表を行いますので、多くの皆さ

まのご参加をよろしくお願いします。

□問合せ先　上天草市消費生活センター

　　　　　　☎ 0964（56） 0783

こちら消費生活センターです！
熊本県地域消費生活リレーシンポジウム in 上天草を開催します

熊
本
労
働
局
か
ら
中
小
企
業

支
援
事
業
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ

□
最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無

料
相
談
の
ご
案
内

　
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
対
応
し

た
賃
金
の
引
上
げ
に
取
り
組
む
中

小
企
業
の
支
援
と
し
て
、
経
営
面

と
労
働
面
の
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
で
き
る
無
料
相
談
窓
口

を
県
内
５
カ
所
に
設
置
し
ま
し

た
。

▼
設
置
箇
所
　
熊
本
、
八
代
、
玉

名
、
天
草
、
菊
池
の
各
労
働
基

準
監
督
署

□
ご
存
知
で
す
か
？
中
小
企
業
を

応
援
す
る
業
務
改
善
助
成
金

　
中
小
企
業
主
が
、
事
業
所
内
で

最
も
低
い
時
間
給
を
４
年
内
に

８
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
計

画
を
策
定
し
、
毎
年
40
円
以
上
の

賃
上
げ
を
実
施
す
る
場
合
に
、
要

し
た
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成
し

ま
す
。（
上
限
１
０
０
万
円
、
下

限
５
万
円
）

　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
熊

本
労
働
局
ま
た
は
最
寄
の
労
働
基

準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

○
天
草
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
９
６
９
（
23
）
２
２
６
６

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
自
賠

責
の
有
効
期
限

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
成
23
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

69
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
85
万
人

と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得

る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部

分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ

て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動

車
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
す
べ
て

の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者

の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制

度
で
あ
り
、
被
害
者
の
保
護
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
自

賠
責
制
度
の
役
割
・
重
要
性
や
、

保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し

く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
な
お
、
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い

内
容
は
、http://w

w
w
.jibai.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
国
土
交
通
省
九
州

運
輸
局
　
熊
本
運
輸
支
局
輸
送

部
門
　

　
☎
０
９
６
（
３
６
９
）
３
１
５
５

　平成 23 年４月に上天草市消費生活センターを設置し、連日市民の皆さんからさまざまな相談

が寄せられています。今回、消費生活センターを支える消費生活関係団体のネットワーク構築

を推進し、また、市民に対し、消費者意識の啓発などを目的としてリレーシンポジウムを開催

します。

☎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
と
自
動
車
運
転
免

許
証
の
返
納
制
度

　「
記
憶
力
・
判
断
力
が
低
く
な
っ

て
い
る
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

自
動
車
の
運
転
を
や
め
た
い
と
お

考
え
の
方
は
、
運
転
免
許
証
の
有

効
期
間
中
に
運
転
免
許
の
取
り
消

し
申
請
（
免
許
証
を
自
主
返
納
）

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
運
転
免
許
を
返
納
し
た

方
は
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
運

転
経
歴
証
明
書
」
は
、
運
転
免
許

を
返
納
し
た
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
５
年
間
の
運
転
に
関
す
る
経
歴

を
証
明
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

安
全
運
転
に
努
め
て
き
た
証
明
や

記
念
の
品
に
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
産
交
バ
ス
か
ら
、
年
齢

が
65
歳
以
上
で
「
申
請
に
よ
る
運

転
免
許
の
取
り
消
し
通
知
書
」
ま

た
は
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
た
方
は
、
手
続
き
を
す

れ
ば「
免
許
返
納
者
割
引
乗
車
証
」

を
発
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
乗
車
券

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
運
賃
が
半

額
（
一
部
の
路
線
を
除
く
）
に
な

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
本
渡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
や
最

寄
り
の
産
交
バ
ス
営
業
所
等
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　

○
熊
本
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

☎
農
業
委
員
会

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
す

　
上
天
草
市
農
業
委
員
会
で
は
、

10
月
～
11
月
を
「
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
月
間
」
と
し
て
市
内
全
域
を
農

業
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
職

員
が
調
査
し
ま
す
。

　
対
象
地
は
、
耕
作
が
行
わ
れ
て

い
な
い
遊
休
農
地
・
農
地
法
の
許

可
を
受
け
な
い
で
宅
地
や
駐
車
場

な
ど
農
地
以
外
の
目
的
で
使
用
さ

れ
て
い
る
無
断
転
用
農
地
、
農
地

周
辺
へ
の
廃
棄
物
不
法
投
棄
場
所

な
ど
で
す
。

　
特
に
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
所
有
者
の
意
向
を
確
認
、

農
家
台
帳
へ
記
録
・
管
理
し
、
貸

し
た
い
・
借
り
た
い
希
望
者
が
い

れ
ば
仲
介
を
行
い
ま
す
。
農
地
を

借
り
た
い
、
貸
し
た
い
、
買
い
た

（
熊
本
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
６
（
２
３
３
）
０
１
１
２

○
産
交
バ
ス
株
式
会
社
本
渡
バ
ス

セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
５
２
３
４

○
産
交
バ
ス
株
式
会
社
三
角
営
業
所

　
☎
０
９
６
４
（
52
）
３
１
３
５

○
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

※
熊
本
県
若
年
性
認
知
症
者
相
談

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
参
照

※
産
交
バ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
熊

本
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

い
、
売
り
た
い
希
望
の
方
は
、
地

元
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務

局
　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

韓国から専門家をお招きして誘客に関するフォーラムを開催します
　市では、九州オルレ天草・維和島コースの認定を

記念して、韓国観光公社の李副社長と本場済州オル

レ徐理事長をお招きして、基調講演やパネルディス

カッションなどを盛り込んだ「九州オルレを活用し

たインバウンドフォーラム」を開催します。

　九州オルレとは、韓国で人気のあるウォーキング

『済州オルレ』の九州版であり、九州観光推進機構（九

州全体の観光をＰＲする団体）による韓国人観光客

の誘致のための取組みです。その初めてのコースと

して、２月に佐賀の武雄、大分の奥豊後、鹿児島の

指宿と並んで、本市の維和島が認定されています。

○期日　11 月 17 日（土）○場所　小松屋渚館

○募集人数　100 人限定　※事前に申込む必要があります

○主催　上天草市、雲仙天草観光圏協議会

○共催　（社）天草四郎観光協会

【内容】
○ 13 時 30 ～　開会

○ 14 時～　　基調講演（韓国人観光客誘致に関する内容）

　　　　　　　　講師　韓国観光公社副社長　李載景氏

○ 15 時～　　パネルディスカッション

　　　　　　　「九州オルレ現状と課題、今後の展望」

　　　▼コーディネーター

　　　　九州観光推進機構観光アドバイザー　大江英夫氏

　　　▼パネラー

　　　　上天草市長　川端祐樹

　　　　（社）済州オルレ理事長　徐明淑氏

　　　　維和地区まちづくり委員会会長　鬼塚泰英氏

【申込み・問合せ先】　
　商工観光課観光振興係　☎ 0964（26）5512

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　
10
月
１
日
か
ら
熊
本
県
最
低
賃

金
が
時
間
額
６
５
３
円
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、

県
内
す
べ
て
の
事
業
所
、
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
お
問

い
合
わ
せ
は
、
熊
本
労
働
局
ま
た

は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

○
天
草
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
９
６
９
（
23
）
２
２
６
６

ご
存
知
で
す
か
？
検
察

審
査
会

　
検
察
審
査
会
と
は
、
検
察
官
が

犯
罪
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
る
人（
被

疑
者
）
を
不
起
訴
処
分
（
裁
判
に

か
け
な
い
こ
と
）
と
し
た
と
き
に
、

そ
の
善
し
あ
し
を
審
査
す
る
機
関

で
、
地
方
裁
判
所
ま
た
は
そ
の
支

部
の
所
在
地
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
選
挙
権
が
あ
る
国
民
の
中
か

ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
被
害
者

や
犯
罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
人
か

ら
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不

服
と
し
て
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と

き
な
ど
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
審
査
の
申
し
立
て
や
相
談
が
あ

る
と
き
は
、
熊
本
検
察
審
査
会
事

務
局
（
熊
本
地
方
裁
判
所
内
）
ま

た
は
熊
本
検
察
審
査
協
会
天
草
支

部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
費
用
は

一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
熊
本
検
察
審
査
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
熊
本
検
察
審
査
協
会
天
草

支
部
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
写
に
よ
る
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

団
体
等
は
同
天
草
支
部
ま
た
は
支
部

長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
（
３
２
５
）
２
１
２
１

○
熊
本
検
察
審
査
協
会
天
草
支
部

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
５
２
１
１

○
熊
本
検
察
審
査
協
会
天
草
支
部

長
（
濱
口
光
憲
）

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
１
０
７
７
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お知らせ

  

一部免除を受けたときは残り
の保険料の納付を忘れずに

□保険料の一部免除
　国民年金の保険料には、本人・

世帯主・配偶者の前年の所得（１

月から６月までに申請する場合

は前々年の所得）が一定額以下

の場合には、申請して承認され

ると納付が免除される制度があ

ります。この場合免除される保

険料額には、全額、４分の３、

半額、４分の１の４段階があり

ます。

　このうち、４分の３免除、半

額免除、４分の１免除は、納付

すべき保険料の一部が免除され

ることから一部免除といいます。

この一部免除を受けた保険料の

残りの保険料の納付を怠ると免

除が承認されても保険料未納期

間となってしまいますので注意

が必要です。

□４分の３免除の場合
　４分の３免除を受けると月額

1 万 1230 円が免除され、残りの

3750 円を納付しなければなりま

せん。

□半額免除の場合
　半額免除を受けると月額 7490

円が免除され、残りの 7490 円は

納付しなければなりません。

□４分の１免除の場合
　４分の１免除を受けると月額

3740 円が免除され、残りの 1 万

1240 円は納付しなければなりま

せん。

□問合せ先
●保健課後期高齢者医療年金係

　☎ 0969（28）3354

●本渡年金事務所

　☎ 0969（24）2154

ねんきんで笑顔

市のデータ

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ
カ

シ
ス
タ
ジ
オ
、
天
美
会
、
宗
家
藤

乃
流
勢
浩
社
中
、
菓
子
工
房
ア

ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手
紙
も
み
じ

会
、 

球
磨
郡
錦
町
文
化
協
会
、
天

理
教
大
矢
野
支
部
、吉
川
キ
ヨ
カ
、

山
本
春
子
、
圓
尾
玲
子
、
山
下

エ
ツ
子
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、

濱
口
民
謡
教
室
、
こ
っ
ぱ
劇
団
、

え
と
わ
～
る
、
龍
ヶ
岳
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
木
下
と
も
子
、

堀
江
光
香
、
糀
本
泰
子
、
話
し

相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
ご
み
」、

政
洲
会
、龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
・

オ
ム
ツ
た
た
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

梅
戸
義
伸

人 　 口　 30,954人（　4）
男 　 性　 14,561人（　7）
女 　 性　16,393人（ー3）
世 帯 数　 12,281戸（  13）
市の面積      126.15㎢
平成24年9月30日現在（　）は前月比

中
央
消
防
署
大
矢
野
分
署

か
ら
お
詫
び
と
訂
正

　
９
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

○
22
ペ
ー
ジ
の
「
危
険
物
取
扱
者

試
験
に
伴
う
保
安
講
習
を
実
施

し
ま
す
」
は
「
危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
を
実
施
し
ま
す
」
の

誤
り
で
す
。

▼
問
合
せ
先
　
中
央
消
防
署
大
矢

野
分
署

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
０
４
８

シ
カ
を
見
た
ら
ご
一
報
を
！

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
皆
さ
ん
、
天
草
地
域
に
シ
カ
が

生
息
し
て
い
る
の
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
昨
年
度
は
上
島
で
目
撃
が
相
次

ぎ
、
一
頭
は
事
故
で
死
亡
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
も
目
撃
情
報
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
カ
と
言
え
ば
、
愛
く
る
し
い

姿
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
シ
カ
に
よ
る
次
の

よ
う
な
被
害
が
あ
り
ま
す
。

▼
シ
カ
に
よ
る
被
害

○
農
業
被
害
　
水
稲
を
中
心
に
野

菜
や
栗
な
ど

○
林
業
被
害
　
植
栽
木
の
食
害
と

成
木
の
剥
皮
被
害
（
角
こ
す
り

な
ど
）

○
森
林
環
境
被
害
　
森
林
内
の
下

草
の
食
害
に
よ
る
地
表
面
の
裸

地
化

○
被
害
額
・
捕
獲
頭
数
　
平
成

22
年
度
の
県
内
に
お
け
る

シ
カ
の
農
作
物
被
害
額
は

２
６
２
５
万
円
（
林
業
被
害
額

は
算
定
な
し
）、
捕
獲
頭
数
は

１
万
４
４
０
１
頭
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

▼
シ
カ
を
見
か
け
た
ら
　
今
は
情

報
を
集
め
て
対
策
を
練
る
段
階

で
す
。
ま
ず
は
、
見
か
け
た
ら

市
農
林
水
産
課
ま
た
は
天
草
地

域
振
興
局
林
務
課
ま
で
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

○
農
林
水
産
課
耕
地
・
林
務
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
５

○
天
草
地
域
振
興
局
林
務
課

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
４
３
１
６

動物は命あるものです。家族の一員として、しつけ・繁殖制限・健康管理がかかせません。飼い主としての
責任を十分に自覚し、犬やねこの習性や行動をよく理解したうえで、愛情と責任を持って飼いましょう。

犬の放し飼いはやめましょう !
　咬傷事故（犬が人や他の犬を咬む事故）の発生が数

多く報告されています。

　『小さい犬だから』『うちの犬はおとなしいから』等

の声が聞かれますが、犬そのものが苦手な人もいます

し、普段はおとなしい犬でも、ふとしたことで人や他

の犬を咬んでしまう可能性があります。咬傷事故を防

ぐために、犬の放し飼いはやめましょう。

　また、鑑札等をつけて、飼い主や連絡先がわかるよ

うにしておきましょう。万が一いなくなった場合には、

保護されている可能性がありますので、探しても見つ

からない場合には、市役所または保健所にお問い合わ

せください。

　犬やねこの排泄物により、生活環境を害されてい

るとのお電話をよくいただきます。

　飼い犬・ねこの排泄物の始末は飼い主の最低限の

責任です。必ず持ち帰って処理しましょう。排泄物

をそのままにすることは不法投棄に当たり、法律に

より罰せられることもありますので、十分ご注意く

ださい。

生活環境に対する配慮を !

野犬等の対策について、市民の皆さまへのお願い
　野犬や野良猫にはエサを与えないでください。エサがあると数が増え、咬傷事故や近所間のトラブルなどさま

ざまな問題を引き起こします。皆さまのご協力をよろしくお願いします。また、市ではオリ等の器具を用いて野

犬の捕獲を行っております。野犬を見かけられましたら、環境衛生課までご連絡ください。

　特に春・秋は犬の繁殖期のため、子犬が目立つようになります。子犬のうちに捕獲することで野犬の数が増え

るのを防ぐことができます。市民の皆さまにはこの時期は一層のご協力をお願いします。

犬やねこを飼っている皆さまへ

【問合せ先】
環境衛生課衛生係☎ 0964（26）5524

　
上
天
草
市
は
、
平
成
16
年
３
月

31
日
の
４
町
合
併
以
来
、
行
政
、

地
域
の
企
業
・
団
体
・
市
民
が
「
ま

ち
づ
く
り
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
当
市
は
、
有
数
の
観
光
資
源
を

持
ち
、
こ
れ
を
有
効
に
整
備
・
活

用
す
る
こ
と
で
、活
気
溢
れ
る「
ま

ち
づ
く
り
」
が
可
能
で
す
が
、
今

ま
で
の
取
組
み
は
、
個
々
の
地
域

等
に
よ
る
「
点
」
の
取
組
み
に
終

始
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
、
調
和

を
図
り
な
が
ら
一
体
的
に
取
り
組

む
「
面
」
と
し
て
の
取
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
間
も
な
く
市
政
10
周
年
を
迎
え

る
当
市
で
は
、「
上
天
草
市
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
素
案
）」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
は
、
当
市
の
豊
富
な
観
光

資
源
を
生
か
し
た「
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
中
・
長

期
的
な
観
点
に
立
ち
、
官
民
に
よ

る
観
光
資
源
の
整
備
・
活
用
の
在

り
方
、
ひ
い
て
は
将
来
の
観
光
都

市
上
天
草
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

も
の
で
す
。

　
今
後
、こ
れ
を
観
光
資
源
整
備
・

活
用
の
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
と
捉
え
、

行
政
、
地
域
の
企
業
・
団
体
・
市

民
が
共
有
し
、
官
民
が
一
体
と
な

り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が

ら
、
新
た
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
取
り
組
む
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
官
民
に
よ
る

事
業
戦
略
へ
の
活
用
や
対
外
的
な

イ
メ
ー
ジ
・
Ｐ
Ｒ
戦
略
へ
の
活
用

も
期
待
さ
れ
ま
す

　
そ
こ
で
、「
上
天
草
市
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
策
定
に
当
た
り
、

「
上
天
草
市
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

（
素
案
）」
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□
実
施
期
間
　

10
月
15
日
（
月
）

～
11
月
14
日
（
水
）

□
上
天
草
市
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

（
素
案
）
の
閲
覧
場
所

○
上
天
草
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
２
階
企
画

政
策
課
、
市
役
所
松
島
庁
舎
１

階
市
民
窓
口
課
、
姫
戸
・
龍
ヶ

岳
統
括
支
所（
閉
庁
時
を
除
く
）

□
意
見
の
提
出
方
法
　
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
意
見
書
も
し

く
は
各
閲
覧
場
所
備
え
付
け
の
意

見
書
を
用
い
て
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
電
子
メ
ー
ル
　kikaku@

city.
kam
iam
akusa.lg.jp

○
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
℻
０
９
６
４
（
56
）
４
９
７
２

○
郵
送
　
〒
８
６
９
‐
３
６
９
２

上
天
草
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
企

画
政
策
課

○
持
参
　
市
役
所
大
矢
野
庁
舎

２
階
企
画
政
策
課
、
松
島
庁
舎

１
階
市
民
窓
口
課
、姫
戸
・
龍
ヶ

岳
統
括
支
所

□
意
見
の
取
扱
い
　
寄
せ
ら
れ
た

意
見
の
要
旨
は
、意
見
募
集（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）終
了
後
、

市
の
考
え
方
を
示
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
そ

の
際
、
意
見
を
い
た
だ
い
た
方

の
住
所
、
氏
名
等
の
個
人
情
報

を
除
き
意
見
の
内
容
が
公
開
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
意
見
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

□
問
合
せ
先
　
企
画
政
策
課
企
画

係
　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

上
天
草
市
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
素
案
）
に
関
す
る
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
行
い
ま
す
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お知らせ

  

一部免除を受けたときは残り
の保険料の納付を忘れずに

□保険料の一部免除
　国民年金の保険料には、本人・

世帯主・配偶者の前年の所得（１

月から６月までに申請する場合

は前々年の所得）が一定額以下

の場合には、申請して承認され

ると納付が免除される制度があ

ります。この場合免除される保

険料額には、全額、４分の３、

半額、４分の１の４段階があり

ます。

　このうち、４分の３免除、半

額免除、４分の１免除は、納付

すべき保険料の一部が免除され

ることから一部免除といいます。

この一部免除を受けた保険料の

残りの保険料の納付を怠ると免

除が承認されても保険料未納期

間となってしまいますので注意

が必要です。

□４分の３免除の場合
　４分の３免除を受けると月額

1 万 1230 円が免除され、残りの

3750 円を納付しなければなりま

せん。

□半額免除の場合
　半額免除を受けると月額 7490

円が免除され、残りの 7490 円は

納付しなければなりません。

□４分の１免除の場合
　４分の１免除を受けると月額

3740 円が免除され、残りの 1 万

1240 円は納付しなければなりま

せん。

□問合せ先
●保健課後期高齢者医療年金係

　☎ 0969（28）3354

●本渡年金事務所

　☎ 0969（24）2154

ねんきんで笑顔

市のデータ

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ
カ

シ
ス
タ
ジ
オ
、
天
美
会
、
宗
家
藤

乃
流
勢
浩
社
中
、
菓
子
工
房
ア

ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手
紙
も
み
じ

会
、 

球
磨
郡
錦
町
文
化
協
会
、
天

理
教
大
矢
野
支
部
、吉
川
キ
ヨ
カ
、

山
本
春
子
、
圓
尾
玲
子
、
山
下

エ
ツ
子
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、

濱
口
民
謡
教
室
、
こ
っ
ぱ
劇
団
、

え
と
わ
～
る
、
龍
ヶ
岳
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
木
下
と
も
子
、

堀
江
光
香
、
糀
本
泰
子
、
話
し

相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
ご
み
」、

政
洲
会
、龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
・

オ
ム
ツ
た
た
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

梅
戸
義
伸

人 　 口　 30,954人（　4）
男 　 性　 14,561人（　7）
女 　 性　16,393人（ー3）
世 帯 数　 12,281戸（  13）
市の面積      126.15㎢
平成24年9月30日現在（　）は前月比

中
央
消
防
署
大
矢
野
分
署

か
ら
お
詫
び
と
訂
正

　
９
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

○
22
ペ
ー
ジ
の
「
危
険
物
取
扱
者

試
験
に
伴
う
保
安
講
習
を
実
施

し
ま
す
」
は
「
危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
を
実
施
し
ま
す
」
の

誤
り
で
す
。

▼
問
合
せ
先
　
中
央
消
防
署
大
矢

野
分
署

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
０
４
８

シ
カ
を
見
た
ら
ご
一
報
を
！

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
皆
さ
ん
、
天
草
地
域
に
シ
カ
が

生
息
し
て
い
る
の
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
昨
年
度
は
上
島
で
目
撃
が
相
次

ぎ
、
一
頭
は
事
故
で
死
亡
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
も
目
撃
情
報
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
カ
と
言
え
ば
、
愛
く
る
し
い

姿
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
シ
カ
に
よ
る
次
の

よ
う
な
被
害
が
あ
り
ま
す
。

▼
シ
カ
に
よ
る
被
害

○
農
業
被
害
　
水
稲
を
中
心
に
野

菜
や
栗
な
ど

○
林
業
被
害
　
植
栽
木
の
食
害
と

成
木
の
剥
皮
被
害
（
角
こ
す
り

な
ど
）

○
森
林
環
境
被
害
　
森
林
内
の
下

草
の
食
害
に
よ
る
地
表
面
の
裸

地
化

○
被
害
額
・
捕
獲
頭
数
　
平
成

22
年
度
の
県
内
に
お
け
る

シ
カ
の
農
作
物
被
害
額
は

２
６
２
５
万
円
（
林
業
被
害
額

は
算
定
な
し
）、
捕
獲
頭
数
は

１
万
４
４
０
１
頭
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

▼
シ
カ
を
見
か
け
た
ら
　
今
は
情

報
を
集
め
て
対
策
を
練
る
段
階

で
す
。
ま
ず
は
、
見
か
け
た
ら

市
農
林
水
産
課
ま
た
は
天
草
地

域
振
興
局
林
務
課
ま
で
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

○
農
林
水
産
課
耕
地
・
林
務
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
５

○
天
草
地
域
振
興
局
林
務
課

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
４
３
１
６

動物は命あるものです。家族の一員として、しつけ・繁殖制限・健康管理がかかせません。飼い主としての
責任を十分に自覚し、犬やねこの習性や行動をよく理解したうえで、愛情と責任を持って飼いましょう。

犬の放し飼いはやめましょう !
　咬傷事故（犬が人や他の犬を咬む事故）の発生が数

多く報告されています。

　『小さい犬だから』『うちの犬はおとなしいから』等

の声が聞かれますが、犬そのものが苦手な人もいます

し、普段はおとなしい犬でも、ふとしたことで人や他

の犬を咬んでしまう可能性があります。咬傷事故を防

ぐために、犬の放し飼いはやめましょう。

　また、鑑札等をつけて、飼い主や連絡先がわかるよ

うにしておきましょう。万が一いなくなった場合には、

保護されている可能性がありますので、探しても見つ

からない場合には、市役所または保健所にお問い合わ

せください。

　犬やねこの排泄物により、生活環境を害されてい

るとのお電話をよくいただきます。

　飼い犬・ねこの排泄物の始末は飼い主の最低限の

責任です。必ず持ち帰って処理しましょう。排泄物

をそのままにすることは不法投棄に当たり、法律に

より罰せられることもありますので、十分ご注意く

ださい。

生活環境に対する配慮を !

野犬等の対策について、市民の皆さまへのお願い
　野犬や野良猫にはエサを与えないでください。エサがあると数が増え、咬傷事故や近所間のトラブルなどさま

ざまな問題を引き起こします。皆さまのご協力をよろしくお願いします。また、市ではオリ等の器具を用いて野

犬の捕獲を行っております。野犬を見かけられましたら、環境衛生課までご連絡ください。

　特に春・秋は犬の繁殖期のため、子犬が目立つようになります。子犬のうちに捕獲することで野犬の数が増え

るのを防ぐことができます。市民の皆さまにはこの時期は一層のご協力をお願いします。

犬やねこを飼っている皆さまへ

【問合せ先】
環境衛生課衛生係☎ 0964（26）5524

　
上
天
草
市
は
、
平
成
16
年
３
月

31
日
の
４
町
合
併
以
来
、
行
政
、

地
域
の
企
業
・
団
体
・
市
民
が
「
ま

ち
づ
く
り
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
当
市
は
、
有
数
の
観
光
資
源
を

持
ち
、
こ
れ
を
有
効
に
整
備
・
活

用
す
る
こ
と
で
、活
気
溢
れ
る「
ま

ち
づ
く
り
」
が
可
能
で
す
が
、
今

ま
で
の
取
組
み
は
、
個
々
の
地
域

等
に
よ
る
「
点
」
の
取
組
み
に
終

始
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
、
調
和

を
図
り
な
が
ら
一
体
的
に
取
り
組

む
「
面
」
と
し
て
の
取
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
間
も
な
く
市
政
10
周
年
を
迎
え

る
当
市
で
は
、「
上
天
草
市
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
素
案
）」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
は
、
当
市
の
豊
富
な
観
光

資
源
を
生
か
し
た「
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
中
・
長

期
的
な
観
点
に
立
ち
、
官
民
に
よ

る
観
光
資
源
の
整
備
・
活
用
の
在

り
方
、
ひ
い
て
は
将
来
の
観
光
都

市
上
天
草
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

も
の
で
す
。

　
今
後
、こ
れ
を
観
光
資
源
整
備
・

活
用
の
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
と
捉
え
、

行
政
、
地
域
の
企
業
・
団
体
・
市

民
が
共
有
し
、
官
民
が
一
体
と
な

り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が

ら
、
新
た
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
取
り
組
む
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
官
民
に
よ
る

事
業
戦
略
へ
の
活
用
や
対
外
的
な

イ
メ
ー
ジ
・
Ｐ
Ｒ
戦
略
へ
の
活
用

も
期
待
さ
れ
ま
す

　
そ
こ
で
、「
上
天
草
市
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
策
定
に
当
た
り
、

「
上
天
草
市
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

（
素
案
）」
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□
実
施
期
間
　

10
月
15
日
（
月
）

～
11
月
14
日
（
水
）

□
上
天
草
市
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

（
素
案
）
の
閲
覧
場
所

○
上
天
草
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
２
階
企
画

政
策
課
、
市
役
所
松
島
庁
舎
１

階
市
民
窓
口
課
、
姫
戸
・
龍
ヶ

岳
統
括
支
所（
閉
庁
時
を
除
く
）

□
意
見
の
提
出
方
法
　
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
意
見
書
も
し

く
は
各
閲
覧
場
所
備
え
付
け
の
意

見
書
を
用
い
て
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
電
子
メ
ー
ル
　kikaku@

city.
kam
iam
akusa.lg.jp

○
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
℻
０
９
６
４
（
56
）
４
９
７
２

○
郵
送
　
〒
８
６
９
‐
３
６
９
２

上
天
草
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
企

画
政
策
課

○
持
参
　
市
役
所
大
矢
野
庁
舎

２
階
企
画
政
策
課
、
松
島
庁
舎

１
階
市
民
窓
口
課
、姫
戸
・
龍
ヶ

岳
統
括
支
所

□
意
見
の
取
扱
い
　
寄
せ
ら
れ
た

意
見
の
要
旨
は
、意
見
募
集（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）終
了
後
、

市
の
考
え
方
を
示
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
そ

の
際
、
意
見
を
い
た
だ
い
た
方

の
住
所
、
氏
名
等
の
個
人
情
報

を
除
き
意
見
の
内
容
が
公
開
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
意
見
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

□
問
合
せ
先
　
企
画
政
策
課
企
画

係
　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

上
天
草
市
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
素
案
）
に
関
す
る
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
行
い
ま
す
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お知らせ

今日からさっそく

「転倒と足の手入れ」
　外出するのには良い季節とな

り、仲間や家族と一緒に出かける

計画を立てている方も多いのでは

ないでしょうか。この秋を楽しく

快適に過ごすためにも、ここで自

分の足や足の爪をあらためて観察

してみてください。

　まず皮膚の状態。傷、かさつ

き、踵のひび割れ、痛み、かゆみ、

色の変化はどうでしょう。また、

爪は伸びすぎていませんか。色、

形、割れ、はがれ、巻き爪などが

あればきちんとした手入れが必要

です。足や足の爪は身体を支える

土台です。そこに異常があるとバ

ランス能力や蹴り出す力に影響し

て、転倒の危険性も高くなります。

清潔にしておくことはもちろん、

きちんとした手入れ・治療が介護

予防にもつながるのです。

　高齢者は視力の低下、関心が低

いなどの理由で、足や足の爪の手

入れがおろそかになりがちです。

難しい高齢者には、時々家族が代

わって観察してみてください。場

合によっては専門医に相談するこ

とをお勧めします。きちんとした

足の手入れをして、転倒しない生

活、楽しい外出ができるといいで

すね。

【問合せ先】
　上天草市地域包括支援センター

　（松島庁舎）

　☎ 0969（28）3360

医療機関の適正受診にご協力ください～市国保からのお知らせ～

　皆さん一人ひとりが適切な受診を心掛けることにより、国保財政への負担を減らすことができます。

　医療機関に保険証を提示して受診したときの医療費は、皆さんが負担される自己負担分と、国保の保険者

負担分とで支払われることになります。

　医療機関へ支払う国保の財源は皆さんが納める国保税で賄われていますので、大切に使いましょう。

＜適正受診のポイント＞
①時間外受診は控えましょう

休日や夜間などの時間外受診は、通常の受

診の際に支払う初診料や再診療とは別に時

間外加算がかかるため、医療費が高くなり

ます。急病などのやむを得ない場合を除き、

診療時間内に受診しましょう。

②重複受診はやめましょう
重複受診とは、同じ病気で医療機関を次々

と変更して受診することをいいます。医療

機関を紹介なく変更すると、その都度初診

料がかかり、医療費の無駄が発生します。

また、重複する検査や投薬により体に負担

がかかってしまう心配もあります。

□時間外受診や重複受診を避けるためには、次のことを心が
けましょう。

○日ごろから、自分や家族の健康状態を知っておく。

○体調を崩したときのアドバイスを、事前にかかりつけ医か

ら受けておく。

○体調がすぐれない場合は、なるべく昼間のうちに受診しておく。

○不安や疑問があれば遠慮せずに医師に相談する。

○専門医を受診したい場合は、かかりつけ医に紹介してもらう。

○紹介を受けてほかの医療機関を受診する場合は、それまで

の経過をきちんと報告する。

休日や夜間にお子さんの急な病気に困ったら、子供救急電話

相談『＃ 8000』も利用することができます。

詳しくは、厚生労働省ホームページをご確認ください。

http://www.mhlw.go.jp/topics/2006/10/tp1010-3.html

【問合せ先】保健課国民健康保険係　☎ 0969（28）3354

医療機関に支払う医療費の内訳

国保の保険者負担分：国保税（９～７割） 自己負担分（１～３割）

【特別医療会員　募集中】
　スパ・タラソ天草では、医療機関との連携により、リハビリの必要

な方のための制度「特別医療会員制度」を設けています。これにより、

医療機関からスパ・タラソ天草が指定する診断書を作成、提出いただ

ければ、３カ月間、月会費 4000 円でプールのご利用が可能となります。

浮力を利用した無理のないリハビリが可能ですので、対象者は一度試

してみてはいかがですか。

＜対象者＞
○腰痛、膝痛、整形外科系の痛みを抱えている方

○高血圧、糖尿病、メタボリックシンドローム予備軍で通院中の方

スパ・タラソ天草からのお知らせ

私とスパ・タラソちょっと一息

スパ・タラソ健康日記

元気海クラブ会員　深谷智子さん

すべて『野焼き』に該当し、
廃棄物（ごみや不用物など）を焼却処分する行為は、

一部の例外を除いて、法律で禁止されています。

野焼きを行うと、

○黒煙、有毒ガス、ダイオキシンの発生

○ススによる人体や環境への被害

○火災の危険性

など多くの人々の迷惑となり、有害物質

の発生抑制、廃棄物の適正処理を行うた

め規制が強化されました。

法律に違反すると

○ 5年以下の懲役
○ 1,000 万円以下の罰金
　（またはこの併科）が課せられます。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第二十五条

　ただし、以下のような場合に限り、例外的に焼却が認め

られる場合があります。

　しかし、これらの例外規定に該当する場合でも、生活環

境上支障を与え、苦情等が出た場合は、『改善命令』およ

び『行政指導』の対象となります。

例　外　規　定（主な例）
○風俗習慣上宗教上の行為として行われる焼却
　（門松、しめ縄などの焼却、どんど焼きなど）
○農業、林業、漁業を営む為にやむをえない焼却
　（稲わら、田畑の雑草の焼却、みかんの剪定枝等の焼却など）
○日常生活を営むうえで通常行われる軽微な焼却
　（暖を取るためのたき火、キャンプファイヤーなど）

なぜ野焼きはいけないの？

法律に違反するとどうなるの？

【問合せ先】環境衛生課衛生係　☎ 0964（26）5524

～ごみの野焼きは禁止 !! ～きちんと分別して、可燃ごみ・分別ごみとして出してください

　プールに通い始めて丸３年、体重も

15kg 減って人生観 !? もかわりました。

心も体も健康になり、「プル友」と呼

ぶ新しい友達もでき、今ではリラック

スできる最も大切な場所です。

　皆さんもぜひ行かれてみてくださ

い。楽しいですよ！

○問合せ先　スパ・タラソ天草　☎ 0964（56）1126

●応募の方法
　クイズの答えを記入して広報係まで送ってください。３問全問を正解し

た人の中から抽選で５人に 500 円分の図書カードを差し上げます。皆さん

のご応募をお待ちしております。

　なお、応募はハガキや封書に住所、氏名、年齢を書き添えて下記まで送付、

または持参してください。もちろん広報の各コーナーへのご意見やお便り

もお待ちしております。

※今回の締切りは、11 月 15 日（木）　消印有効

●申込場所
◇〒 869‒3692　大矢野町上 1514　市役所（大矢野庁舎）市長公室

●問題
①９月 15日・16日に行われた第 67回熊本県民体育祭は○○郡市開催でしょ

うか？（ヒント：広報８月号８ページ）

②９月 22 日・23 日に開催された天草五橋祭は今年で第○○回目だったで

しょうか？（ヒント：広報９月号３ページ）

③上天草海辺の音楽祭“海音 :umioto”が開催された樋合海水浴場のこと

を○○○サンビーチというでしょうか？（ヒント：広報９月号２ページ）

８月号の答え・当選者（敬称略）
①金環（日食）② 20（回目）③ジオ（パーク）

○山川ツヨ子（大矢野町）○百田キヌエ（大矢野町）○貝川厚子（大矢野町）

○大田陽海里（龍ヶ岳町）○嶋﨑エツミ（松島町）

●問合せ先　市長公室広報係　☎ 0964（56）1111

広報クイズ
図書カードをゲットしよう
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お知らせ

今日からさっそく

「転倒と足の手入れ」
　外出するのには良い季節とな

り、仲間や家族と一緒に出かける

計画を立てている方も多いのでは

ないでしょうか。この秋を楽しく

快適に過ごすためにも、ここで自

分の足や足の爪をあらためて観察

してみてください。

　まず皮膚の状態。傷、かさつ

き、踵のひび割れ、痛み、かゆみ、

色の変化はどうでしょう。また、

爪は伸びすぎていませんか。色、

形、割れ、はがれ、巻き爪などが

あればきちんとした手入れが必要

です。足や足の爪は身体を支える

土台です。そこに異常があるとバ

ランス能力や蹴り出す力に影響し

て、転倒の危険性も高くなります。

清潔にしておくことはもちろん、

きちんとした手入れ・治療が介護

予防にもつながるのです。
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入れがおろそかになりがちです。

難しい高齢者には、時々家族が代

わって観察してみてください。場

合によっては専門医に相談するこ

とをお勧めします。きちんとした

足の手入れをして、転倒しない生

活、楽しい外出ができるといいで

すね。

【問合せ先】
　上天草市地域包括支援センター

　（松島庁舎）
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医療機関の適正受診にご協力ください～市国保からのお知らせ～

　皆さん一人ひとりが適切な受診を心掛けることにより、国保財政への負担を減らすことができます。

　医療機関に保険証を提示して受診したときの医療費は、皆さんが負担される自己負担分と、国保の保険者

負担分とで支払われることになります。
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の発生抑制、廃棄物の適正処理を行うた
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法律に違反すると

○ 5年以下の懲役
○ 1,000 万円以下の罰金
　（またはこの併科）が課せられます。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第二十五条

　ただし、以下のような場合に限り、例外的に焼却が認め

られる場合があります。

　しかし、これらの例外規定に該当する場合でも、生活環

境上支障を与え、苦情等が出た場合は、『改善命令』およ

び『行政指導』の対象となります。
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○風俗習慣上宗教上の行為として行われる焼却
　（門松、しめ縄などの焼却、どんど焼きなど）
○農業、林業、漁業を営む為にやむをえない焼却
　（稲わら、田畑の雑草の焼却、みかんの剪定枝等の焼却など）
○日常生活を営むうえで通常行われる軽微な焼却
　（暖を取るためのたき火、キャンプファイヤーなど）

なぜ野焼きはいけないの？

法律に違反するとどうなるの？

【問合せ先】環境衛生課衛生係　☎ 0964（26）5524

～ごみの野焼きは禁止 !! ～きちんと分別して、可燃ごみ・分別ごみとして出してください

　プールに通い始めて丸３年、体重も

15kg 減って人生観 !? もかわりました。

心も体も健康になり、「プル友」と呼

ぶ新しい友達もでき、今ではリラック

スできる最も大切な場所です。

　皆さんもぜひ行かれてみてくださ

い。楽しいですよ！
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　クイズの答えを記入して広報係まで送ってください。３問全問を正解し

た人の中から抽選で５人に 500 円分の図書カードを差し上げます。皆さん

のご応募をお待ちしております。

　なお、応募はハガキや封書に住所、氏名、年齢を書き添えて下記まで送付、

または持参してください。もちろん広報の各コーナーへのご意見やお便り

もお待ちしております。
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うか？（ヒント：広報８月号８ページ）

②９月 22 日・23 日に開催された天草五橋祭は今年で第○○回目だったで

しょうか？（ヒント：広報９月号３ページ）

③上天草海辺の音楽祭“海音 :umioto”が開催された樋合海水浴場のこと

を○○○サンビーチというでしょうか？（ヒント：広報９月号２ページ）

８月号の答え・当選者（敬称略）
①金環（日食）② 20（回目）③ジオ（パーク）

○山川ツヨ子（大矢野町）○百田キヌエ（大矢野町）○貝川厚子（大矢野町）

○大田陽海里（龍ヶ岳町）○嶋﨑エツミ（松島町）
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上天草市に在住している1～３歳のお子

さんで①住所②子どもの氏名③ふりが

な④生年月日⑤保護者の氏名⑥子ども

に対するコメント（30字以内・どなたか

らでも結構です）⑦連絡先を添えて上

天草市市長公室広報係（〒869ー3692

上天草市大矢野町上1514）まで送ってく

ださい。なお、写真の裏面には、お子

さんのお名前を記入してください。応募

多数の場合は、先着順に掲載となりま

すのでご了承ください。
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 http://www.kamiamakusa-c.kumamoto-sgn.jp/

環境保護印刷の
水なし印刷で
印刷しています。

新宅　隼
は や て

颯くん 松島町 新宅　胡
こ は る

春ちゃん 松島町

▲落成式後、足湯を楽しむ住民たち

今津地区まちづくり委員会が足湯を建設

　今津地区まちづくり委員会（小山勝徳会長）が「上

天草市まちづくり事業推進助成金」を活用して、松島

町の合津港に建設していた足湯が完成し、９月 17 日、

その落成式が行われました。

　式にはあいにくの雨の中、多くの住民が参加。同委

員会の小山会長は「地域の活性化、イメージアップに

つなげたい」とあいさつしました。式後には、早速、

式に参加した住民が足湯を楽しんでいました。

　なお、足湯は、松島の池島に残る龍伝説をモチーフ

に作られ、天井にはその伝説が記されています。

◆誕生日◆
　平成 21 年 7 月 9 日

◆パ パ◆
　新宅　寛巳さん

◆マ マ◆
　　　　　明子さん

★本人たちからひとこと
じいちゃん、ばあちゃん、合津のじいちゃんいつもありがとう！

兄ちゃんと３人これからもよろしくお願いします。

◆誕生日◆
　平成 23 年 9 月 30 日


